
 

令和３年度 第１回 世田谷区男女共同参画・多文化共生推進審議会  

多文化共生推進部会 次 第 

 

 令和３年７月２８日（水） 

午後 1 時～午後 2 時３０分（予定） 

オ ン ラ イ ン 開 催 

 

１ 開会                              

 

２ 報告事項 

 （１）世田谷区内在住外国人の状況について             

 （２）令和２年度の事業報告について                

 （３）令和４年度 世田谷区における外国人区民の意識・実態調査の実施について（予定） 

 

３ 協議事項 

  令和２年度（２０２０年度）世田谷区多文化共生プラン取組み状況の報告及び報告書  

  に記載する「多文化共生推進部会からの意見」について 

 

４ その他 

 

５ 閉会 

 

□ 今後の予定 

 令和３年１１月中旬 令和３年度度第２回男女共同参画・多文化共生推進審議会 

 令和３年１１月下旬 令和３年度度第２回多文化共生推進部会 

 

【事務局】 

 世田谷区生活文化政策部国際課        

              電話 03-6304-3439 FAX.03-6304-3710 

              メールアドレス：SEA02421@mb.city.setagaya.tokyo.jp 

  

□ 配付資料 

【資料 1】令和 3 年度多文化共生推進部会 委員・事務局名簿 

【資料 2-1】令和 3 年 1 月 1 日外国人数データ 

【資料 2-2】平成 31 年（令和元年）～令和 3 年区内在住外国人数の比較 

【資料 3-1】令和 2 年度 外国人との意見交換会 実施報告 

【資料 3-2】令和 2 年度 せたがや国際メッセ 実施報告 

【資料 3-3】せたがや国際交流センター 令和 2 年度事業実績 

【資料 3-4】新型コロナウイルスワクチン住民接種における外国人への対応について 

【資料 4】令和 4 年度 世田谷区における外国人区民の意識・実態調査の実施について（予定）

【資料 5-1】令和 2 年度(2020 年度)世田谷区多文化共生プラン取組み状況の報告について  

【資料 5-2】令和 2 年度(2020 年度)世田谷区多文化共生プラン取組み状況報告書（概要版）（案） 

【資料 5-3】令和 2 年度(2020 年度)世田谷区多文化共生プラン取組み状況報告書（案） 

mailto:SEA02421@mb.city.setagaya.tokyo.jp


資料1

敬称略

氏名 フリガナ 肩書き

1 山脇　啓造 ヤマワキ　ケイゾウ 明治大学国際日本学部教授

2 田村　太郎 タムラ　タロウ （一財）ダイバーシティ研究所代表理事

3 藤井　美香 フジイ　ミカ （公財）横浜市国際交流協会

4 上田　啓子 ウエダ　ケイコ 世田谷区町会総連合会　副会長

5 ゴロウィナ・クセーニヤ ゴロウィナ・クセーニヤ イクリスせたがや　副代表

6 斎藤　利治 サイトウ　トシハル NPO法人アジアの新しい風

7 蔡　和美 サイ　カズミ 公募委員

8 藤原　由佳 フジワラ　ユカ 公募委員

片桐　誠 カタギリ　マコト 世田谷区生活文化政策部長

松田　京子 マツダ　キョウコ 世田谷区生活文化政策部国際課長

荻田　直幸 オギタ　ナオユキ 世田谷区生活文化政策部国際課国際担当係長

大川　純平 オオカワ　ジュンペイ 世田谷区生活文化政策部国際課国際担当

下岡　健太朗 シタオカ　ケンタロウ 世田谷区生活文化政策部国際課国際担当

学識経験者等

関係団体等

区民委員

事務局

令和3年度　多文化共生推進部会　委員・事務局名簿



在住外国人数データ（令和3年1月1日現在） 資料2-1

区市町村別　外国人数

※令和3年1月1日時点

外国人 総人口 比率 外国人 総人口 比率
546,436   13,843,525 3.95% 546,436    13,843,525 3.95%

456,873 9,572,763 4.77% 456,873 9,572,763 4.77%

1 新 宿 区 37,827    345,231   10.96% 1 新 宿 区 37,827     345,231   10.96%

2 豊 島 区 26,458    287,300   9.21% 2 江 戸 川 区 36,748     696,123   5.28%

3 荒 川 区 18,264    216,535   8.43% 3 足 立 区 33,606     691,002   4.86%

4 台 東 区 14,788    203,647   7.26% 4 江 東 区 30,392     526,301   5.77%

5 港 区 18,718    259,036   7.23% 5 板 橋 区 27,254     570,213   4.78%

6 北 区 22,271    353,158   6.31% 6 豊 島 区 26,458     287,300   9.21%

7 江 東 区 30,392    526,301   5.77% 7 大 田 区 24,122     733,672   3.29%

8 中 野 区 17,809    334,632   5.32% 8 葛 飾 区 22,363     463,691   4.82%

9 江 戸 川 区 36,748    696,123   5.28% 9 北 区 22,271     353,158   6.31%

10 足 立 区 33,606    691,002   4.86% 10 世 田 谷 区 22,164     920,372   2.41% 順位 国名 令和3年１月 令和2年１月 増減

11 中 央 区 8,291      170,583   4.86% 11 練 馬 区 20,128     740,099   2.72% 1 中国　　　　　　　　　　　　　　　　　　6,334 6,562  -228   

12 葛 飾 区 22,363    463,691   4.82% 12 港 区 18,718     259,036   7.23% 2 韓国・朝鮮　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,299 4,561  -262   

13 板 橋 区 27,254    570,213   4.78% 13 荒 川 区 18,264     216,535   8.43% 3 米国　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,825 1,808  17       

14 渋 谷 区 10,577    230,506   4.59% 14 中 野 区 17,809     334,632   5.32% 4 台湾　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,057 1,106  -49     

15 文 京 区 10,333    226,574   4.56% 15 杉 並 区 16,735     573,504   2.92% 5 フィリピン　　　　　　　　　　　　　　　926 983    -57     

16 千 代 田 区 3,057      67,216     4.55% 16 台 東 区 14,788     203,647   7.26% 6 ベトナム　　　　　　　　　　　　　　　　893 1,004  -111   

17 墨 田 区 12,431    275,647   4.51% 17 品 川 区 13,342     406,404   3.28% 7 英国　　　　　　　　　　　　　　　　　　785 814    -29     

18 大 田 区 24,122    733,672   3.29% 18 墨 田 区 12,431     275,647   4.51% 8 フランス　　　　　　　　　　　　　　　　610 640    -30     

19 品 川 区 13,342    406,404   3.28% 19 渋 谷 区 10,577     230,506   4.59% 9 インド　　　　　　　　　　　　　　　　　560 524    36       

20 目 黒 区 9,195      281,317   3.27% 20 文 京 区 10,333     226,574   4.56% 10 ネパール　　　　　　　　　　　　　　　　472 478    -6       

21 杉 並 区 16,735    573,504   2.92% 21 目 黒 区 9,195       281,317   3.27% その他 4,403  4,554  -151   

22 練 馬 区 20,128    740,099   2.72% 22 中 央 区 8,291       170,583   4.86%

23 世 田 谷 区 22,164    920,372   2.41% 23 千 代 田 区 3,057       67,216     4.55%

88,306 4,189,577 2.11% 88,306 4,189,577 2.11%

1,257      81,185 1.55% 1,257       81,185 1.55%

市 部 市 部

町 村 部 町 村 部

区 部 区        部

　　　世田谷区内年齢別人口

比率 実数

東 京 都 総 数 東 京 都 総 数

H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3

中国 3719 4152 4691 5352 5835 6562 6334

韓国・朝鮮 4112 4046 4131 4314 4448 4561 4299

米国 1287 1359 1455 1550 1706 1808 1825

台湾 585 706 804 914 999 1106 1057

フィリピン 770 799 812 836 983 983 926

ベトナム 340 483 612 757 864 1004 893
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資料2-2

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
R1 21,379 21,466 21,424 21,514 22,177 22,257 22,288 22,308 22,308 22,648 22,910 22,993
R2 23,034 23,124 23,096 23,062 23,053 22,977 22,804 22,557 22,319 22,090 21,930 21,971
R3 22,164 22,175 22,026 21,840 21,728 21,614 21,436

21,379 
21,466 21,424 

21,514 

22,177 
22,257 22,288 22,308 

22,308 

22,648 

22,910 
22,993 

23,034 
23,124 23,096 23,062 23,053 

22,977 

22,804 

22,557 

22,319 

22,090 

21,930 21,971 

22,164 22,175

22,026

21,840

21,728

21,614

21,436

20,400

20,600

20,800

21,000

21,200

21,400

21,600

21,800

22,000

22,200

22,400

22,600

22,800

23,000

23,200

23,400
区
内
在
住
外
国
人
数
（
人
）

平成31年（令和元年）～令和3年 区内在住外国人数の比較



オンラインせたがや会議  

～みんなで考える多文化共生のまち～ 実施報告 
   

1．目的 

  国籍を問わず誰もが暮らしやすい多文化共生社会の構築に向けて、区民同士で日頃から感じて

いることを意見交換し合うことで、課題や情報を共有し、問題についての認識を深めるとともに、

参加者同士の交流機会創出を目的とする。 

 

2．開催日時 

   令和 2年 12月 18日（金）午後 6時～午後 8時  

   

3．開催場所 

   オンライン（Ｚｏｏｍ） ※意見交換はＺｏｏｍのブレイクアウトルーム機能を使用 

 

4．テーマ 

  「日本語支援」について 

   「日本語支援が必要な方が、世田谷区で住みやすい環境を整えるためには、どのような言語支援が必

要だと思いますか？そのために、区・地域住民・当事者ができることは何だと思いますか？」 

 

5．参加者数 

   43名 

    ①区内在住外国人 20名 

    ※住民基本台帳より無作為に抽出した 1,000名を対象に案内を送付し、参加希望をいただいた方 

   ②区内在住日本人 23名 

    ※区内日本語支援ボランティア団体、過去に区で実施している「日本語サポーター講座」の受講者

に案内を送付し、参加希望をいただいた方 

 

6．全体コーディネーター及び協力者 

講師：吉田 千春 氏（イクリスせたがや 代表） 

  協力：中央大学法学部学生 15名（吉田氏ゼミ生） 

区内在住外国籍区民 3名、東京都防災語学ボランティア 2名 

       

7．ワークショップの流れ 

  ①導入・意見交換のやり方 

 ②グループでの意見交換（Ｚｏｏｍ ブレイクアウトルーム機能を使用） 

 一人ひとりがテーマについての対話を深められるよう、少人数（参加者 6 名、テーブルファ

シリテーター1名、書記 1名、通訳 1名）のグループに分かれて意見交換を行う。 

Zoomのテキストチャットも併せて活用し、意見を取りまとめる。 

③各グループで挙がった意見の発表 

 参加者全員が Zoom の同じルームに入り、各グループで挙がった意見について、ファシリテ

ーターから発表を行う 

④講評（まとめ） 

 1

Shitaoka101
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各グループで挙がった意見 

日本語支援が必要な方が、世田谷区で住みやすい環境を整えるためには、どのよ

うな言語支援が必要だと思いますか。（意見抜粋） 

 

・手続き関係の書類には、翻訳をつける。 

・やさしい日本語での表記を増やす。 

・やさしい日本語は、簡単な単語で完結するはずの単語を、長々しく説明するとわかりづ

らくなる。漢字にふりがなをつけたほうが良い。 

・ウェブでの多言語対応を充実させる。（行政への問い合わせなど） 

・担当者とメールなどの文字で連絡が取れるとよい。（電話口での会話や音声案内は理解す

るのが難しいため、疑問点などについて質問したら担当者が回答してくれるチャットな

ど） 

・ピクトグラムの普及。 

・行政手続きの際（特に来日初期）、通訳による対応。 

・専門的な手続きについて相談できる外国人向け窓口の設置。病院での多言語対応。 

・ネットをあまり使わない外国人にとっては、日本語教室やボランティア支援などについ

ての情報を得るのが難しい。行政が転入の際に情報提供してくれるとありがたい。。 

・情報は郵便や HP だけではなく、メール（SNS）等で知らせると良い。 

・多言語による情報伝達（災害時にテレビから流れる情報の多言語化など）やパンフレッ

トの充実。 

・SNS などを通してコミュニティ（日本語支援グループなど）を周知させる。 

・ライフインセタガヤ（外国語版生活便利帳）に、外国人向けの情報を載せる（例）日本

語教室の開催案内等。 
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アンケート集計結果（43人中 28人回答）※未回答含む（設問による） 
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その他、ご意見やご要望がありましたら、聞かせてください。 

【ご意見（抜粋）】 

・生活、仕事などのテーマで意見交換会をやりたい。 

・今回の活動を通して、外国の人々の要望と意見を収集でき、世田谷区役所の皆様の熱心さと決意

を感じさせて、とてもいい活動だと思う。今後、Zoom 会議やゼミなどを定期的に行い、いろいろ

な世田谷区の情報や考えを伝えられればと思う。 

・今回は異文化交流であったが、世田谷区内での言語支援や災害支援、あるいは差別や偏見の問題

を議論する団体が何かイベントを開催してほしい。 

・基調講演→グループワーク→統括（まとめ）が良い進行であると感じた。但し、時間内に 10 グ

ループに分けて効率的に時間管理するのは難しいが、良くやっていただいたと感じる。次回も参加

したいと思う。 

・行政の多文化共生に関する情報発信はどの様になされているのか、行政の担当者もグループに入

った方がよかった。 

・今回の会議で出た外国人参加者からの要望のいくつかを「区」として実現しようとする時、その

実現の為の準備や計画立案そして運営などに我々ボランティアを大いに活用してほしい。 

・在住外国人がとても参考になる意見が出されていたので、是非それらが施政に反映させると良い

と思う。 

・大学の先生と学生さんを活用された進行は話し易くて良かった。 

・日本在住の外国の方への発信を積極的に能動的に行っていくべきと感じた。わかりやすい発信を

「区」にはお願いしたい。 

・区民として実際にどのように関われるのかまでは分からなかったのが残念だった。 

・日本語学習も必要であるが、まず日本に住む上で必要な情報（例えばゴミ出し、学校など）を得

ることが難しいという意見があった。 

・初めて日本に住むにあたり、必要な情報を細かく発信してほしい。（生活習慣に違いがあるため） 

・日本人のみならず、外国人の方も「やさしい日本語」についてよく知らない、という印象を持っ

た。 

・国際交流ラウンジを復活して欲しい。地元の人達に外国人に対する意識を変えてもらう、良いツ

ールと思う。 
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せたがや国際メッセ 2020  

～多文化共生と国際貢献を考える講演会～ 実施報告 

   
1．目的 

  来場者に対し、「やさしい日本語」に関する講演や「国境なき医師団」の活動に関する講演を  
 行い、多文化共生及び国際貢献についての意識啓発を図る。 
  また、動画による区内活動団体等の紹介を併せて実施することで、参加者にボランティアなど  
 の活動の場を紹介する。 
 
2．開催日時 

   令和 2 年 12 月 19 日（土） 

   第 1部 午前 10 時～正午 （開場：午前 9時 30 分） 

   第 2部 午後 2 時～3 時 30 分 （開場：午後 1時 30 分） 

 

3．開催場所 

   成城ホール 

 

4．来場者数 

   第 1 部 87 名 

  第 2 部 86 名 

 

5．内容 

第１部 講演：「やさしい日本語で話そう！」 

      講師：吉開 章 氏（やさしい日本語ツーリズム研究会代表） 

      協力：フランポネ（吉本興業所属のお笑い芸人） 

 

第２部 講演「国境なき医師団」から世界の今を学ぶ 

    講師：西野 恭平氏（国境なき医師団医師） 

       

6．その他 

   手話通訳、パソコン文字通訳有 

     

1
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第 1 部 アンケート集計結果（87 人中 79 人回答）※未回答含む（設問による） 
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【ご意見（抜粋）】 

・やさしい日本語に対する理解を「すし」など分かりやすく説明して下さったので理解しやすかった。 

・「入門・やさしい日本語」認定講師として、特に導入部の組み立ての重要さを痛感した。 

・ハサミの法則はわかりやすくて、とても良いと思った。1 文を短く言うスキルを身につけたいが、具体 

的にどのようにすれば良いのか難しい。 

・ワセダ式・ハサミの法則。 

・多言語に興味があった。ワセダ式・ハサミの法則。とても勉強になった。 

・ハサミ・ワセダ式、とてもわかりやすい。オリンピックボランティアに役立てる！！ 

・やさしい日本語の作り方は意外と簡単。 

・わかりやすい。フランス語/日本語の５才はすばらしい。 

・基本的な言葉に慣らすことが一番初めの課題と思った。 

・色々な言葉を例に出して導入してくれたので興味が持てた。 

・外国語の発音で「日本語の文章を再現する」Softcreame が面白かった。 

・外国人の文字と発音を知る楽しさや、やさしい日本語について多くのことを知った。外国人との交流に

役立てていく。 

74
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３．この講演会に参加した理由は何ですか

（いくつでも）。
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・いろいろな言語として文字についてのお話が良かった。 

・数時間の間にたくさんの言語に触れ、自分でも”分からない””理解できない”を体験できたことが良か

った。 

・キリル文字やハングル文字を読み取ろうとして、日本文字が読めない海外の人の困難がわかった。 

・キリル文字やハングルの読み方。英語以外の多言語への理解が印象に残った。ワセダ式は私が英語を 

 勉強する時も同様に実感した事で、あらためて重要だと思った。 

・ほぼ知っている内容だった。実際に知らない言語で内容を理解する体験は良かったと思う。 

・私も海外での生活経験があり、言葉の壁、難しさを痛感していた。しかし、相手が、私がわかりやすい

ように工夫して話してくれると理解できた。易しい・優しい・やさしい日本語は外国人が活躍できる日本

になるためにも大切なことと思う。 

・多言語体験ができ、実際に日本に住む外国の方の苦労が身にしみた。 

・文化の違いから言語は成り立っているのかな、と感じている。 

・現在行っているインド人への日本語の為に必要。 

・外国の方との交流の方法はさまざまですね。来年のオリンピック・パラリンピックで良い出会いのきっ

かけがつくれそう。肩肘はらずに。 

・訪日外国人につい英語で話しかけてしまいがちだが、日本語で話すと嬉しいのだなと知った。 

・日本にいる外国人に英語で話しかけてしまうのは NG。 

・外国語=英語という間違った考え。言葉がわからないだけで常識や知性がないわけではないこと。 

・やさしい日本語で話せば友達になれる。 

・やさしい日本語を使うことが実はいかに重要か改めて知った。 

・世界の共通語が英語という認識が違うことがわかった！ 

・外国人を見たら全員英語という認識が変わった。 

・やさしい日本語に置き換えてから通訳する（英語）に役に立つ。 

・外国語を今も勉強中だが、もっと勉強して外国人とも接したい。ビデオ解説はスゴかった。 

・他言語がまったく理解できないので、もっと知りたいと思った。 

・第三者返答について知らなかった（障害者差別解消法） 

・”第三者返答”の中間者に”女性”も入る事が多い。 

・やさしい日本語は外国人のみでなく、多様な方々にも役立つことがわかった。 

・ろう者と外国人が似た問題を抱えていると知らなかった。 

・「ろう」などとの関係。外国人への教育の新しい見方を得た。 

・やさしい日本語は、みんなに必要だと改めて確認した。 

・対象は外国人だけではない。英語教育より大切。 

・手話も 1 つの言語。答えは 1 つではない。 

・やさしい日本語を必要としている人が多くいる。たどたどしい日本語を話すと、知的に低く見られるこ

とがある。 

・文字が読めないだけで差別をしない。 

・教育と社会のあり方の両面から、やさしさを広め、つながりを深めていく大切さを実感した。 

・日本に住む外国の方が、日本語が熟練していなくても早く社会生活がうまく送れるよう、日本語の要求 

 レベルを下げる。こちらの方も合わせる努力をする、というところがなるほどと思った。やさしい日本

語は、ユニバーサルデザインに似ていますね。 

・外国人、障害者の障壁がなくなるよう、世田谷区民としてノーマライゼーションを念頭に私も努力した

い。 
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・「社会のあり方を変えれば、日本で生活するための日本語レベルは変わりうる」という言葉が印象的だっ

た。特別支援にも通じる視点だと思う。 

・自分の基準でなく相手のことを思いやって、やさしい言葉で話す。 

・やさしいには易しいと優しいが含まれている、と思った。 

・やさしい日本語の普及意義は、COOL JAPAN 的な文化政策ではなく、講師も話していた通り、人権保障

の実現、誰一人も取り残さない社会づくりという共通理念として広めていきたいと改めて思った。 

・仕事でやさしい日本語を使う習慣化の難しさ。子ども扱いになってしまう。 

・やさしい日本語は、日本人の豊かな表現を使う機会が減る心配はないか？人生経験が豊富な人には向い

ていると思う。 

・質疑でも出ていたが、担い手の問題について考えさせられた。それは一部の人でいいのか、それとも・・。 

 今後も考え続けていきたい。 

・日本語をひとつの言語として客観的に分析しているところが良い。以前と同じようなレクチャーを聞い

たが更に充実していた。 

・第一部の内容を伺うことができると思っていなかったが、多言語の魅力を改めて感じた。 

・日本語は美しい。だからこそ、やさしい日本語をスタートとして、日本語を知り身に着けてコミュニケ

ーションを上げていくことになると思う。とても大事、興味深かった。 

・芸人の起用は良かった。スペイン語より話す人の多言語（ポルトガル、タガログ）を検討してほしい。 

・芸人の方々の参加。 

・前半では漫才の芸人も登場したり楽しかった。外国語にプラスし、手話のことも教えていただき、やさ

しい日本語は本当に必要だと思った。 

・区民の中でも関心を持つ人が多いのでびっくりした。 

・（講演会を）安易に中止にされず、良かった。 

・「やさしい日本語」をまったく知らなかったので受講した。大体のことを理解できて良い機会となった。 

 今後も学びたい。 

・大変面白かった。パワーポイントの使い方が上手。 

・こういう取組みは初めて知った。私も学友の会を主宰しているが、こういう問題を取り上げたい。 

・「入門・やさしい日本語」の内容を再確認できた。 

・楽しく「やさしい日本語」の骨子がわかり実践しようと思った。 
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その他、ご意見やご要望がありましたらお聞かせください。（抜粋） 
 

・皆さん無意識にやさしい日本語を使っている。行政や企業こそ率先すべき。日本語の乱れや衰退

につながりかねない懸念もある。 

・やさしい日本語はまず役所言葉を直すことから始めるべし。日本人でもしばしば役人が何を言っ

ているか分からない。「～してもらってもいいですか？」とは、「しなくてはいけない」のか「する

かしないか自分で判断できる」のか分からない。 

・スクリーンの文字が小さい。最後列でも読める文字サイズでなくては、講演の内容についていか

れない。 

・カバーされている範囲が広く楽しめた。一方、外国人に対するやさしい日本語の使い方について、

もっと厚く聞きたかった。画面の大きさ、手話、キャプションの手配も良かった。次回はレーザー

ポインターも使われたらいかがでしょうか。 

・出席者にも一緒に声を揃えて文章を覚えるのも良いのでは？ 

・「やさしい日本語」そのものの解説にもっと時間をかけても良いのではないか。 

・もっと詳しく内容を聞きたかった。2 時間すべてやさしい日本語でも良かった。 

・知識として知らないことがたくさんあり、学びになった。 

・障害者、外国人。困っているレベルは同じということをもっと知る場があるといい。 

・外国人と友人になれる場所、困っている人に近所の日本人が助けられるように、コミュニケーシ

ョンの場の提供。 

・講座に参加したい。 

・犯罪、防災、介護、外国にルーツを持つ子ども、技能実習生など、ハサミの方法を練習するワー

クショップ。テーマ別でシリーズ化してほしい。 

・やさしい日本語を学ぶための授業を開催してほしい。 

・また拝聴させて頂きたい。 

・また同じ講師での講演やセミナーをやってほしい。 

・国際交流に興味があった。海外で生活した経験から日本で暮らす外国人をサポートする活動のお

手伝いができたらと思い参加した。「やさしい日本語」に対する情報をこれからも発信して下さい。 

・訪日外国人の東京都観光ガイドボランティアで今年から活動する予定だった。今後も今日のよう

なリアル対面のイベントを（外国人に接するための）希望します！ 

・素晴らしい講演だった！またやって下さい！ 
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第 2 部 アンケート集計結果（86 人中 70 人回答）※未回答含む（設問による） 
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【ご意見（抜粋）】 

・多文化共生を感じられるお話に内容ではなかった印象を受けました。国際貢献の現場の

お話は面白かったですが、日本に住みあまりにも現実とかけ離れているので全く現実味が

感じられない。 

・COVID が先進国で広がり、アフリカで広がりを見せなかったこと 

・実際に難民キャンプへ行った医療従事している方のお話を聞くことが出来てよかった。 

・「イチロー」みたいなお声で、心に響きました。 

・難民の人達の厳しい暮らしが少し理解できた。長くなれば子供、世界から忘れさられて

いくその国難に深刻さを感じた。アフリカでのコロナ感染の少なさに驚いた。 

・難民の生活の状況や医師達の対応の様子、差別偏見など実際に様子がよく知れた。 

・難民の方々のほとんどの人が満足に生活が出来ていないかと思っていたが、国境なき医

師団のスタッフのうち 85％が現地の人々だということを知り、まだまだ世界のことを自分

は知らないことを痛感した。もっと世界の現状を知りたいと思った。 

・確かに今の私たちとかけ離れた難民生活を知って胸が痛くなりました。私に何ができる

のか考えたいと思いました。 

・もっと具体的なお話を聞きたかった。 

59

7

1

8

0 10 20 30 40 50 60 70

テーマに関心があった

講師に関心があった

知人、友人からの紹介

その他

回答者数（人）

３．この講演会に参加した理由は何ですか

（いくつでも）。

24

34

6

0

0

0 5 10 15 20 25 30 35 40

とても満足

満足

どちらとも言えない

不満足

とても不満足

回答者数（人）

４．本日の講演会の満足度や感想を

教えてください。

8



・スタッフは現地の人が 85％で、現地委難民が自分たちの地域のために働いているという

ことが印象的でした。私は現在 MSF のサポートメンバーですが、実際にお話を聞くことが

出来て良かったです。 

・もう少し PR をして呼びかけたらよいではないでしょうか。特に生徒、学生に向けて。若

い人たちにこそ聞いてほしい話。 

・難民問題を他人事としてとらえないでということ。飛行機で数時間のところに難民問題

があること。 

・南スーダンを含むアフリカでのコロナ感染が少ないのにほっとした。 

・”忘れてはならない”報道で私たちが知ることが限られている中これが大切だと感じま

す。 

・西野先生、有難うございます。 

・国境なき医師団の活動がわかりました。 

・“共有”は難しい、国内のコロナ問題さえ共有できていないのに。 

・シリアやロヒンギャについては報道で聞いていたがナイジェリアも深刻な状況があるこ

とを知った。確かに女生徒 200 人が拉致されたニュースは衝撃だったが、いつの間にか忘

れていた。 

・国境なき医師団の働きや現地での過ごし方を知れて良かったです。 

・静かに深く、悲しみと一人も取り残さない意志（個に対する）を感じました。現場で見、

体験された西野先生だからこそのお話に感動しました。供花を届けたいと思います。 

・当ニュースレターを時々読んでいるが体験者の話を聞くことも大切だ。 

・少年の話、先生の経歴 

・11 歳男の子が「学校に行きたい、勉強すれば医師やエンジニアになれるかもしれないの

に」と言っていた映像。不登校が増えている日本の児童生徒に見てほしい。 

・命を大切に、私たちに出来ることは寄付する事だけです。 

・難民キャンプの悲惨さ 

・医師の中にも国際貢献を目指す人が居ることは発見でした。 

・コロナのことで医者にかかりたくないという人がいてトレードオフな状況になること。 

・すべて初めて知ったことなのですべて印象に残りました。ありがとうございました。 

・講師の人柄がよかった。若いバリバリの現役医師であり経験がとてもある経歴がすばら

しいのにひけらかさずにすばらしい。 

・ペシャワール会でのこと、先方の言葉を覚えて対話する。 

・ずっと手をあげていたのに全く気付いてくれない、司会は全体を見てほしい。自分の質

問を先にするのもどうかと思う。ほかにいませんかと声掛けや確認をしてほしい。 

・国境なき医師団の活動を聴くことができてよかった。いつか現場を知っている活動され

ている方からのお話を聴きたいと思っていたのでやはり先生はキラキラとして存在感があ

りました。日本は本当の意味では平和ではないがでも難民の方達へ想いを寄せるきっかけ

が私にはできたと思います。 

・とりあえず寄付しようと思います 

・私は 50 年前より毎月 5 千円ずつ寄付しています、現在も。 

・西野先生の信念の立派さに心うたれた。何事もなく語っておられるが同じ人間としてす

ごさを感じた。残りの人生こういう仕事がしたいと思った。 

・ロヒンギャとナイジェリアのキャンプの様子がわかった。 

・辛い体験の話（日本と異文化なので週間の違いなど）が印象に残った。 
9



・国境なき医師団の大半が現地スタッフ（＝難民自身）だと言うこと。治安の悪い地域（援

助を一番必要としている場所）には入れないこと。派遣スタッフの半分は医療以外とは。 

・「我が事と思うために…」という問題提起 

・南スーダンの活動等、ハードな活動のリスクと隣り合わせでの中でされている西野医師

のお話に感動しました。 

・ボランティアとして一般人も協力できることを知ったので HP を見てみます。 

・現状をお話しいただき大変な御苦労に頭が下がります。ありがとうございます。どうぞ

お気を付けて下さいませ。 

・”同じ人間である”と世界の問題を考えさせられる想像を持ちたいと思った。子供の夢

を実現させたい。”誰もとりのこさない”ことで、世界が少しでも良い方に進むようにわた

しが今出来ることをしていきたい。MSF のスタッフの皆様に感謝しています。 

・気落ちの共有、大切だと感じ入りました。ありがとうございました。自分の生き方を問

いただしてみたいと思いました。 

・実直な先生の話が聞けて有意義だった。 

・音声が小さかったので音量を大きくしてほしい。 

・実際の体験を基にしたスライドやお話を伺えてとても充実した時間だったと感じます。

確かに紛争地域の映像や画像に悪い方向で「見慣れて」しまっていることに気づかされま

した。 

・国境なき医師団の活動が具体的に分かったこと 

・大変な使命を担って活動されていることはただ尊敬するばかりです 

・難民の様子生活 

・手話通訳があって良かった。 

・西野先生の経験の基づくお話は、全て説得力がありすべての言葉を大切に聞かせていた

だきました。地球上の現実を知り、私なりの’出来ること’を考えていと思いました。 

・アフリカの「せんそう」のことがすごいいんしょう的でした。学校で、せんそうのこと

を学習し、どれだけつらいことかしっているから。 
 

 その他、ご意見やご要望がありましたらお聞かせください。（抜粋） 
 

・また国際貢献のお話を聞ける機会があれば参加したいです。 

・寄付しています。これくらいしか出来ないのが現実。応援しています。 

・コロナ禍でなかなか難しいと思いますが、このような催しを出来るだけ開催してほしい。 

・時期（季）が悪くて参加が少なく勿体なかった。 

・同じ講演を学校でやってほしいと感じました。自分たちに何ができるかを考えてほしい。 

・多くの人が少しでも寄付してもらいたいと思う。同じこの世に生活しながら少しもよく

なっていないと思う。ぜひ協力してあげて下さい。 

・私はすでにマンスリー寄付をしています。もっと上手に宣伝して寄付金を集めて下さい。

少しのお金で助かる命のこともっと伝えて下さい。私も頑張ります。 

・私は国境なき医師団の活動の支援者ですが、さらに国境なき医師団への理解が深まり大

変良かった。 

・西野先生はじめ、この会を実現させて下さった皆さん、ありがとうございました。 

・質問の時間が短かった。講演が終了した後、みんなで集まって座談会のようなことをや

りたかった。 
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せたがや国際交流
センター

Crossing Setagaya

暮らしに役立つ情報を
提供します

地域で活動している団体
を紹介します

暮らしにおける困りごとの
相談窓口をご案内します



令和２(2020)年度事業実績

■外国人とかかわる
団体のオープン
情報交換会

■多文化理解講座
■せたがや国際

メッセ

■日本語
コミュニケーション

講座

■えほんの
よみきかせ

（Multilingual Picture 
Book Reading）

■せたがや
国際交流センターの

運営



•外国人と関わる団体の

•オープン情報交換会

ＪＣＡ千歳船橋

世田谷ボランティア協会

世田谷ポートランド都市文化交流協会

プラン・インターナショナル

東京都市大学



多文化理解講座
第1回 ２０２０年１０月１０日（土） １４：００－１６：００

「多文化共生の第一歩」
講師:吉田千春氏（中央大学助教、イクリスせたがや代表)、在住外国人の方々

第３回 ２０２０年１１月７日（土） １４：００－１６：００

第２回 ２０２０年１０月３１日（土） １４：００－１６：００

第４回 ２０２０年１１月１４日（土） １４：００－１６：００

「外国にルーツを持つ子どもの言語教育を考える」
講師:ゴロウィナ・クセーニヤ氏（東洋大学准教授、イクリスせたがや副代表）

「ＪＩＣＡが行う国際協力、海外支援活動について」
講師:平原知佳氏（ドミニカ共和国派遣）他

「地震や大雨、日本の災害対策や避難所のルールを
外国人に伝えるには」

講師:高橋伸行氏（多文化共生マネージャー全国協議会理事）



せたがや国際メッセ



日本語コミュニケーション講座





せたがや国際交流センター



国際事業部広報

•ホームページ

•Facebook、Twitter

•Newsletter

•メールマガジン

•情報ガイド 他





実施日等 事業名

通年 せたがや国際交流センターの運営

通年 区内活動団体の支援事業

5月15日
6月19日
7月17日
8月21日
9月11日
10月9日
11月6日
12月18日

多文化理解講座

6月12日
他

外国人のためのまち歩きツアー

7月17日
他

にほんご交流会

調整中 せたがや国際メッセ

令和4年2月19日 国際交流inせたがや

令和３（2021）年度
事業計画
（予定）

国際事業部



令和３年７月 
国  際  課 

 
新型コロナワクチン住民接種における外国人への対応状況について 

 
（１）住民接種に伴う外国人への周知 
  ①区内外国人関係団体等を通じた事業の周知 
   周知内容：接種の概要及び予約方法について、やさしい日本語のチラシを作成して周   
        知した。 
   周知団体：区内大学、区内外国人支援団体（日本語支援ボランティア団体など）、 
        区内大使館、帰国・外国人教育相談室（梅が丘中学校内）、三宿中学        

校夜間学級、区内インターナショナルスクール、祖師谷国際交流会館 等  
   周知方法：メール及び郵送 
  ②区ＨＰによる周知 
   住民接種担当部のほか、区や都とも随時情報を共有しながら、区ＨＰ「外国人の方へ」

において、やさしい日本語等を活用した情報提供を行う。 
 
（２）接種券（クーポン券）等の送付に伴う封筒の多言語表記 
   接種券（クーポン券）等の送付にあたり、封筒に９言語で「新型コロナウイルスのワ 

クチン接種券在中」と表記した。 
   ※国際課契約内で翻訳（住民接種担当部より執行委任） 

＜対応言語（１０言語（日本語含む）＞ 
英語・中国語（簡体字）・中国語（繁体字）・韓国語・タイ語・ベトナム語・タガログ

語・ネパール語・ロシア語 
 
（３）コールセンター（お問い合わせ専用ダイヤル）における多言語対応 

令和３年２月１０日より、三者間通話による１９言語（日本語含む）に対応した、新

型コロナワクチン接種に関する問合せ専用ダイヤルを開設した。 
※住民接種担当部による契約 
＜対応言語（１９言語（日本語含む））＞ 

英語・中国語・韓国語・タイ語・ベトナム語・インドネシア語・タガログ語・ネパー

ル語・ポルトガル語・スペイン語・フランス語・ドイツ語・イタリア語・ロシア語・

マレー語・ミャンマー語・クメール語・モンゴル語 
 
（４）新型コロナワクチン接種予約サイトでの多言語対応 
   接種予約サイトの言語設定機能により、９言語（日本語含む）への切り替えが可能。 
   ＜対応言語（９言語（日本語含む））＞ 
   英語・中国語（簡体字）・中国語（繁体字）・韓国語・ポルトガル語・ベトナム語 
   スペイン語・ネパール語 
 
 

裏面あり 
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（５）接種会場における多言語対応 
  ①多言語通訳アプリケーションの導入 
   接種会場となる区内１９会場において、タブレット端末を活用した多言語通訳アプリ

ケーションを導入した。 
※住民接種担当部による契約 
＜対応言語（１４言語（日本語含む））＞ 

英語・中国語・韓国語・ポルトガル語・スペイン語・タイ語・ベトナム語・タガログ

語・ロシア語・フランス語・ヒンディー語・インドネシア語・ネパール語 
②会場サインの多言語等表記 
 世田谷文化生活情報センターにおいて、英語・やさしい日本語・ピクトグラムを使用

した会場サインを掲示した。 



令和３年７月２８日 
生活文化政策部国際課 

 
令和４年度 世田谷区における外国人区民の意識・実態調査の実施について（予定） 

 
 
１ 主 旨 
  区内の在住外国人人口は令和３年７月１日現在で１４０か国２．１４万人以上となり、

新型コロナウイルスの影響により今年は減少傾向にあるものの、平成３１年４月の「出

入国管理及び難民認定法」改正による外国人材の受入拡大の動きを踏まえると、コロナ

収束後は再び増加に転じていくことが予想される。 
区では、「全ての人が、国籍、民族等の異なる人々の互いの文化的違いを認め合い、対

等な関係を築こうとしながら、共に生きていく」多文化共生社会の構築に向け、平成３

１年３月に「世田谷区多文化共生プラン」を策定した。本プランは、令和５年度末を持

って終了することから、令和６年度のプラン改定にあたっては、区内在住の外国人の標

準的な生活状況ならびに、区に対しての満足度及びニーズを事前に把握する必要がある。 
ついては、プラン改定に向けての基礎資料とするため、令和４年度に在住外国人を対

象とした「世田谷区における外国人区民の意識・実態調査」を実施する。 
なお、実施に当たっては令和４年度の予算配当を条件とする。 

 
２ 調査の概要（予定） 
 （１）調 査 地 域 世田谷区全域を調査地域とし、総合支所管内を単位として５地域 

（世田谷・北沢・玉川・砧・烏山）に分類する。 
 （２）調 査 対 象 令和４年４月１日現在、世田谷区内に在住する１８歳以上の外国籍 

区民 
 （３）標 本 数 ２，０００人 
 （４）標本抽出方法 層化二段無作為抽出法（抽出フレーム：住民記録台帳マスター） 
 （５）調 査 期 間 令和４年５月２４日～６月２０日 
 （６）調 査 項 目 事務局で案を作成のうえ、多文化共生推進部会に報告しご意見をいた 

だく（全体で４０問程度を想定）。 
 （７）そ の 他 調査票の作成にあたっては、日本語（ルビ付き）のほか、英語、中

国語、ハングルに翻訳を行い調査対象者１人に対し、日本語版調査

票と外国語版調査票（中国又は台湾は中国語、韓国又は朝鮮はハン

グル、その他の国籍者には英語）を１部ずつ送付する。 
 
３ スケジュール（予定） 
 令和３年  ７月２８日 令和３年度第１回多文化共生推進部会（調査の実施について） 
      １１月 下旬 令和３年度第２回多文化共生推進部会（調査項目案及びクロ 
             ス集計項目案の提示） 
 令和４年  ２月 上旬 令和３年度第３回多文化共生推進部会（調査票案の提示） 
       ２月 下旬 調査票確定 
       ４月 上旬 住民基本台帳より対象者２，０００名を無作為抽出 
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 ～下旬  
      ５月    区民生活常任委員会（調査実施報告） 
      ５月２３日 調査票発送 

      ５月２４日  

     ～６月２０日 調査期間 

      ６月 下旬 

     ～７月 下旬 集計・結果速報（受託業者） 

      ７月 上旬 国際化推進委員会（調査実施報告） 

      ７月 下旬 令和４年度第１回多文化共生推進部会（集計結果速報の報告） 

      7 月 下旬  

     ～１０月上旬 分析・報告書作成（受託業者） 

      ９月    区民生活常任委員会（集計結果速報の報告） 

      １１月   令和４年度男女共同参画・多文化共生推進審議会（第２次プラ   

            ンの諮問） 

      １１月   令和４年度第２回多文化共生推進部会（調査結果報告・第２次  

            プランの検討①） 

      １１月   区民生活常任委員会（調査結果報告書ポスティング） 

 

 



令和３年７月２８日 

生活文化政策部国際課 

 

 

令和２年度（２０２０年度） 

世田谷区多文化共生プラン取組み状況の報告について 

 

 

１ 趣旨 

   「世田谷区多文化共生プラン」に基づく施策について、令和２年度（２０２０年 

度）の取組み状況をまとめたので、以下のとおり報告する。 

 

２ 内容 

   【資料５－２】「令和２年度（２０２０年度）世田谷区多文化共生プラン取組み状況    

    報告書（概要版）（案）」及び【資料５－３】「令和２年度（２０２０年度）世田谷  

    区多文化共生プラン取組み状況報告書（案）」のとおり。 

 

３ 報告書の確定について 

   本日の部会で委員からいただいた意見を報告書に記載し、「令和２年度（２０２０   

   年度）世田谷区多文化共生プラン取組み状況報告書」として確定する。 

 

４ 今後のスケジュール（予定） 

  令和３年８月末   報告書確定 

      ９月上旬  世田谷区議会へポスティング、区ホームページに報告書掲載 
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【数値目標に対する評価と課題】(p.8) 
＜(1)多文化共生の推進に向けた数値目標＞ 
「多文化共生施策が充実していると思う区民の割合」 

・プラン策定時より●●.●ポイント○○した。 
・本プランに基づく各取組みについて、広く区民に周知していく必要がある。 

＜(2)重点施策に基づく数値目標（世田谷区民意識調査）＞ 
「外国人に対する誤解や偏見が解消されていると思う区民の割合」 

・2019 年度より●●.●ポイント○○した。 
・日本人と外国人の相互理解を深める機会を引き続き創出し、多文化

共生の意識づくりを推進していく必要がある。 

＜(3)重点施策に基づく数値目標（「世田谷区における外国人区民へのア

ンケート調査」（p.88～107）。以下、「アンケート調査」という。））＞ 
「外国人の生活基盤が充実していると思う区民の割合」 

・昨年度より 11.5 ポイント上昇した。 
・アンケート調査から見えたニーズを踏まえ、窓口での多言語対応や相談体制
の強化などといった外国人に対する支援を引き続き拡充する必要がある。 

「外国人に対する誤解や偏見が解消されていると思う区民の割合」 
・昨年度より 0.5 ポイント上昇した。 
・依然として50%を下回っていることから、コロナ禍においても実施可能な
イベントや講座を検討・実施し、多文化共生の意識をさらに醸成していく
必要がある。 

施策に基づく具体的な取組み 
基本方針１ 地域社会における活躍の推進  
（１）多文化共生の地域交流促進(p.17) 
   地域住民との相互理解を深めるための様々な交流事業の開催や、外国人が

地域で活躍できる場をつくることにより、地域の多文化共生を推進します。 
【施策に対する評価と課題】 
 新型コロナの影響により一部イベントの中止や開催方法の見直しを実施

したものの、コロナ禍においても感染対策を行いながら事業を実施する
ことで、区民の多文化共生の意識啓発に取り組むことができた。 

 区の実態調査においては、地域のイベントに「参加したい」と回答した
外国人は 7割弱との結果が出ている(p.85)。外国人向けの周知を強化
し、参加しやすい環境づくりを進めるとともに、オンラインの活用等
様々な工夫をしながら、継続的に事業を実施していく。 

【実績管理】(p.18) 

 2019 年度 
2020 年度 

（見込み） 

2021 年度 

（見込み） 

せたがや国際メッセ来場者数 1,100 人 
173 人 

(200 人) 

(新型コロナの状況

により変動するた

め、測定不可) 

 
（２）地域活動への参加促進【重点】(p.19) 
   外国人が地域住民の一人として地域社会に参加・活躍できるように、地域

コミュニティやボランティア活動への参加を促進します。  
【施策に対する評価と課題】 
 新型コロナの影響で、区の事業における外国人ボランティアの活動機会は

少なくなった。一方区の実態調査では、約5割の外国人が母語や日本語を
教える活動や学校の授業へ「協力したい」と回答している(p.84)。 

 今後も、各課に対する働きかけと連携を強化し、外国人ボランティアの
活用機会を拡充していく必要がある。 

【実績管理】(p.20) 

 2019 年度 
2020 年度 

（見込み） 

2021 年度 

（見込み） 

外国人ボランティア 

活用実績 
35 人 

3 人 

(5 人) 
(5 人) 

 
（３）外国人の区政参画推進(p.21) 
   外国人の区政への参画を促し、意見をまちづくりに反映することができる

仕組みづくりを推進します。  
【施策に対する評価と課題】 
 外国人アンケート調査を実施し、在住外国人の生活状況並びに区に対する

満足度などを把握した。調査結果は今後の施策の検討に活かしていく。 
 「外国人との意見交換会」は、オンライン方式で開催し、20人の外国人から区政

への意見を聞くことができた。引き続き、様々な機会を捉え、外国人の区政参画
を促していくとともに、意見を多文化共生社会のまちづくりに反映していく。 

【実績管理】(p.22) 

 2019 年度 
2020 年度 

（見込み） 

2021 年度 

（見込み） 

外国人との意見交換会 

外国人参加者数 
25 人 

20 人 

(30 人) 
(30 人) 

 
※区の実態調査=世田谷区における外国人区民の意識・実態調査（2019 年度実施） 

 「世田谷区多文化共生プラン」について (p.1) 
「世田谷区多文化共生プラン（以下、「プラン」という。）」（令和元

（2019）年度～令和5（2023）年度）は、多文化共生社会の実現をめざすため
に、区の基本的な考え方と課題達成のための施策を明らかにするものです。世
田谷区多様性を認め合い男女共同参画と多文化共生を推進する条例（以下、
「条例」という。）第9条に基づく、多文化共生施策を総合的かつ計画的に推
進するための行動計画にあたります。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 プランの体系(p.1) (p.5,6) 

プランでは、「誰もが共に参画・活躍でき、人権が尊重され、安心・安全
に暮らせる 多文化共生のまち せたがや」という基本理念のもとに3つ
の基本方針を掲げています。 

 プランの進行管理と取組み状況報告について (p.1) 
  区は施策を総合的かつ計画的に進めるため、条例第9条第 3項に基づき、

プランの進行管理を行い、施策の進捗状況を把握していきます。その結果に
ついては、国際化推進委員会の検証を経て、「世田谷区男女共同参画・多文化
共生推進審議会」に報告し、意見を聴いたうえで、「取組み状況報告書」とし
てまとめ公表します。 

令和 2 年度(2020 年度)世田谷区多文化共生プラン取組み状況報告書（概要版）（案） 
令和 3 年 7 月 世田谷区生活文化政策部国際課 

＜参考＞プラン策定後の国、都、区の動き (p.10) 
国の動き 
 出入国管理及び難民認定法改正(平成 31(2019)年 4 月) 
 日本語教育の推進に関する法律成立(令和元(2019)年 6 月) 
 外国人の子供の就学促進及び就学状況の把握等に関する指針(令和 2(2020)年 7 月） 
 外国人在留支援センター（FRESC/フレスク）開所(令和 2(2020)年 7 月） 
 「地域における多文化共生推進プラン」の改訂(令和 2(2020)年 9 月) 
都の動き 
 東京都つながり創生財団設立(令和 2(2020)年 10 月) 
区の動き 
 （公財）せたがや文化財団国際事業部開設(令和 2(2020)年 4 月) 

「実績管理」について 
「施策に基づく具体的な取組み」では、各施策の進捗状況を図る目安として、具体

的な取組みの中から数値管理できるものを取り上げ、「実績管理」として毎年度把握
していきます。かっこ外の数は実数、かっこ内の数は見込み数を記載しています。2020
年度は、実数と昨年度時点での見込み数を比較しています。 

 

 

＜参考＞区内在住外国数過去 5 年間の推移 (p.12) 
 

※（令和 3(2021)年 8 月 1 日時点〇〇〇〇〇人）（p.12）) 

総
人
口
（
人
）
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数 値 目 標 (p.7) 
(1) 多文化共生の推進に向けた数値目標（世田谷区民意識調査※1） 

調査項目 
2018 年度 

（策定時） 

直近の調査 

（2021 年） 

2021 年度末 

（目標値） 

2023 年度末 

（目標値） 

多文化共生施策が充実し

ていると思う区民の割合 
31.5% ●●.●% 80% 80％以上 

(2) 重点施策に基づく数値目標（世田谷区民意識調査）※今年度③のみ実施 

調査項目 
直近の調査 

（2021 年） 

2021 年度末 

（目標値） 

2023 年度末 

（目標値） 

重点 

① 

外国人の地域活動への参加が 

促進されていると思う区民の割合 
― 80% 80％以上 

重点

③ 

外国人に対する誤解や偏見が 

解消されていると思う区民の割合 
●●.●% 80% 80％以上 

(3) 重点施策に基づく数値目標（外国人アンケート調査※2） 

調査項目 
直近の調査 

（2020 年） 

2021 年度末 

（目標値） 

2023 年度末 

（目標値） 

重点 

② 

外国人の生活基盤が充実している 

と思う区民の割合 
49.5% 80% 80％以上 

重点

③ 

外国人に対する誤解や偏見が解消 

されていると思う区民の割合 
44.5% 80% 80％以上 

※1 「世田谷区区民意識調査 2021」 

世田谷区在住の満 18 歳以上の区民（外国籍含む）4,000 名を対象に実施。 

※2 「外国人アンケート調査」 

区内在住の18歳以上の外国人のうち、住民基本台帳から統計的手法に基づき無作為に抽出して実施。 

外
国
人
人
口
（
人
） 

＜参考＞新型コロナによる影響(p.15) 
 入国者数の減少 

・区内在住外国人人口の減少（令和 2 年 2 月～令和 3 年 4 月で 1,300 人減）。 
 帰国困難者、失業等による困窮者の増加 
   ・国は「特定活動（就労可）」の在留資格を付与するなど、緊急的な対応策を実施。 

 区の多文化共生施策への影響 

   ・イベントの規模縮小・中止、一部オンライン開催。外国人からの相談件数は増加。 

 今後の施策推進に当たっての課題 

   ・外国人の相談体制の充実、不当な偏見・差別が生じないような啓発、感染再拡大  

    に備えて、事業等の開催方法・オンラインの活用等についての検討。 
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 令和 2 年度(2020 年度)世田谷区多文化共生プラン取組み状況報告書（概要版）（案） 

 【実績管理】(p.38) 
 2019 年度 

2020 年度 

（見込み） 

2021 年度 

（見込み） 

外国人向け防災教室 

実施回数 
7 回 

2 回 

(7 回) 
(7 回) 

（５）ICT を活用した環境整備(p.41～) 
   情報ツールの発達と普及を踏まえ、外国人も容易に情報にアクセスできる有

効な手段としてICT等を幅広く活用し、情報が取得しやすい環境を整えます。 

【施策に対する評価と課題】 
 区ホームページ内の外国人向けページについて、「やさしい日本語」

を様々なページで活用し、分かりやすい情報発信に努めた。 
 テレビ通訳のできる通訳アプリケーションの導入準備を進め、令和3年

度からくみん窓口や外国人相談窓口で活用するための調整を行った。 

【実績管理】(p.42) 
 2019 年度 

2020 年度 

（見込み） 

2021 年度 

（見込み） 

外国人向けページ 

閲覧者数（月平均） 
1,485 件 

1,897.5 件 

(1,600 件) 
(1,900 件) 

基本方針２ 誰もが安心して暮らせるまちの実現   
（１）外国人への日本語支援(p.23) 
   外国人が地域社会で自立した生活を送るために必要な日本語を習得でき

るよう、学習機会を充実させるほか、必要に応じて日本語の支援を行います。 
【施策に対する評価と課題】 
 「外国人向け日本語教室」について、新型コロナの影響によりオンラ

イン開催（15回コース×3 期、第 1期は中止）に変更した。参加者数
は昨年度の 33人から 36 人に増え、参加者からも概ね好評であった。 

 区の実態調査では、7割弱の方が「外国人向け日本語教室を知らな
い」と回答していることから(p.82)、周知を強化していく。 

 「日本語教育の推進に関する法律」に基づく基本方針を踏まえ、区の
状況に応じた日本語支援のあり方を引き続き検討する。 

【実績管理】(p.24) 
 2019 年度 

2020 年度 

（見込み） 

2021 年度 

（見込み） 

外国人向け日本語教室 

受講者数 
33 人 

36 人 

(40 人) 
(40 人) 

（２）行政情報の多言語化等の推進(p.25～) 
   外国人が地域社会で生活していくうえで必要となる情報や、公共施設

など、多くの区民が利用する場所のサイン等について、「世田谷区多言語
表記及び情報発信の手引き」に則って多言語化を推進するとともに、「や
さしい日本語」やルビ等の普及に努めます。  

【施策に対する評価と課題】 
 「世田谷区多言語表記及び情報発信の手引 9き」に基づき、庁内各課

において冊子・チラシをはじめとした各種媒体の多言語化が進んでき
ている。引き続き、各課に向けて多言語化を促すとともに、「やさし
い日本語」の普及にも取り組んでいく。 

【実績管理】(p.26) (p.59,60) 
 2019 年度 

2020 年度 

（見込み） 

2021 年度 

（見込み） 

庁内における 

多言語冊子・チラシ数 
25 種 

27 種 

(30 種) 
(30 種) 

（３）生活基盤の充実【重点】(p.31～) 
   外国人が行政・生活情報を入手し、地域生活で生じる様々な問題につ 

いて相談できるように、生活相談のための窓口を運営するとともに、教 
育、住宅、就労など、地域で暮らすうえで必要不可欠な生活基盤の充実 
を図ります。  

【施策に対する評価と課題】 
 （公財）せたがや文化財団国際事業部が設置する「せたがや国際交流セ

ンター」と連携し、外国人への情報発信を充実させることができた。 
 新型コロナをはじめとした各種相談については、「せたがや国際交流セ

ンター」において電話やメールで応じるとともに、外国人相談とも連携
し、必要な情報提供に努めた。 

【実績管理】(p.32) 
 

2020 年度 

（見込み） 

2021 年度 

（見込み） 

せたがや国際交流センター（クロッシングせたがや） 

来館者数 

1,895 人 

(2,400 人) 
(2,400 人) 

（４）災害時に対する備えの充実(p.37～) 
   平常時から外国人に対する防災訓練や防災情報の提供を行うととも

に、災害発生時に地域社会において適切かつ迅速な対応ができる体制の
整備を推進します。  

【施策に対する評価と課題】 
 「外国人向け防災教室」については、新型コロナの影響により回数が

減少した。区の実態調査において、6 割以上の外国人が防災訓練に
「参加したい」と回答しており(p.84)、外国人の参加意欲は高い。感
染防止を考慮しつつ、日本語支援を行うボランティア団体や総合支所
地域振興課と連携しながら今後も実施していく。 

 災害ボランティアの活用や庁内体制の整備等について、より具体的な
運用の検討やマニュアル整備を進める。 

【実績管理】(p.58) 

 2019 年度 
2020 年度 

（見込み） 

2021 年度 

（見込み） 

国際平和交流基金助成事業 

助成団体数 
7 団体 

中止 

(中止) 
(3 団体) 

（４）不当な差別的取扱いへの対応(p.57) 
   多文化共生施策に対する、区民または事業者からの苦情や意見の申し

立て、相談等に対応します。  
【実績管理】2020 年度 0 件（実績なしのため、評価なし。） 

基本方針３ 多文化共生の意識づくり及び偏見・差別の解消   
（１）多様な文化を受け入れる意識の醸成【重点】(p.45～) 
   多様な文化を理解し合える交流イベント等を開催し、区民一人ひとり

が互いの文化について相互理解を深め、人権を尊重し合いながら共に暮
らしていける多文化共生の意識づくりを推進します。  

【施策に対する評価と課題】 
 新型コロナの影響により一部イベントの中止や開催方法の見直しを実施

したものの、多様な文化を理解し合える交流イベント等を開催できた。
せたがや国際メッセでは、やさしい日本語と国境なき医師団に関する講
演会を行い、多文化共生の意識啓発につながった。今後も様々な機会を
捉え、意識醸成に努めていく。 

【実績管理】(p.46) 
 2019 年度 

2020 年度 

（見込み） 

2021 年度 

（見込み） 

区民向け多文化共生講座 

来場者数 
164 人 

231 人 

(80 人) 

(新型コロナの状況

により変動するた

め、測定不可) 

（２）学校教育における多文化共生に関わる国際理解教育の推進( p . 5 5 ) 
   幼少期から外国語に親しむ機会を増やすとともに、多文化共生につい

ての意識を醸成するため、児童・生徒を対象として、外国語教育の充実
など、国際理解教育を推進します。  

【施策に対する評価と課題】 
 海外姉妹都市等への派遣事業は、新型コロナの影響により全て休止

となった。感染状況を踏まえながら、交流再開に向け、関係都市と
調整を進めていく。 

【実績管理】(p.56) 

 2019 年度 
2020 年度 

（見込み） 

2021 年度 

（見込み） 

国際交流事業に伴う 

派遣・受入生徒数 
77 人 

休止 

(休止) 
(休止) 

（３）多文化共生・国際交流活動団体の支援(p.57) 
   多文化共生・国際交流活動団体の活動を活性化させるとともに、多く

の人に広く知ってもらい、地域社会の協力を得ることができるように、
団体の認知度向上を図ります。  

【施策に対する評価と課題】 
 新型コロナの影響により、国際平和交流基金助成事業は中止としたが、せた

がや国際交流センターと連携し、国際交流活動団体の活動の場や機会の創出
に努めた。今後も、団体の認知度向上やネットワーク化に取り組んでいく。 

 

 

男女共同参画・多文化共生推進審議会多文化共生推進部会からの意見 (7/28 開催)(p.62) 
 地域住民との相互理解を深めるためには、継続的な交流が必要である。

新型コロナウイルス感染症の影響により、交流事業等の中止が多く見受
けられるが、様々な工夫をしながら継続した実施を期待したい。 

 日本語教育の推進に関する法律の施行も踏まえ、その支援にあたって
は新たな展開を講じていくべきである。これまで実施してきた区の日
本語教室の充実に加え、地域で活動する日本語支援ボランティア団体

への支援や連携についても検討していく必要がある。 

 

令和 3 年 7 月 世田谷区生活文化政策部国際課 

 まとめ（全体を通して） (p.61) 
 多文化共生施策が充実していると思う区民の割合について、策定時

（31.5％）より○○○○・・・、2021年度末の目標値（80％）と比較する

と○○○○・・・だった。 

 新型コロナの影響により、多くの事業が中止や開催方法の見直しを迫られ

たが、オンライン化や対面で接触機会を減らした開催形式により、感染防

止と事業の効果的な実施を実現しているものもある。コロナ禍においても

持続可能な事業形態について、引き続き検討していく。 

 （公財）せたがや文化財団がこれまで取り組んできた区民の国際交流事業及び

市民活動団体支援事業の実績、ノウハウや人的ネットワークを活かしながら、

区と（公財）せたがや文化財団の両輪で多文化共生施策を推進していく。 

調整中 
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まとめ（多文化共生推進部会からの意見を踏まえ取り組んだ内容） (p.61) 
 せたがや国際交流センターは、令和2年4月以降、様々な媒体を活用した情報

提供や、多文化共生や国際交流などの活動をしている団体の紹介、外国にルー

ツのある人や交流の機会を求める区民からの相談に対する案内を行った。ま

た、講座や情報交換会などを通して多文化共生を学ぶ場を提供した。 

 窓口での多言語対応能力を強化するため、タブレット端末を使用した通訳アプリケ

ーションの導入準備を進め、令和3年度より14言語に対応できるよう調整した。 

 「日本語教育の推進に関する法律」を踏まえた日本語教育の拡充に向け、令和

3年度以降の日本語教室のあり方を検討した。また、外国人との意見交換会

は、「日本語支援」をテーマとして実施し、地域日本語教室のボランティアの

方にも参加してもらった。これにより、ボランティアが外国人のニーズを今後

の活動に活かすきっかけづくりができた。 

 外国人に情報がわかりやすく伝わるよう、やさしい日本語を積極的に活用して

ホームページやチラシ等で発信を行った。外国人向けホームページのアクセス

数については、令和元年度に比べて月平均400件強増加しており、情報へのニ

ーズの高さが伺えることから、今後もアクセス数を図りながら、くらしや生活

基盤に関する情報について積極的に発信していく。 
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「世田谷区多文化共生プラン」について 

「世田谷区多文化共生プラン（以下、「プラン」という。）」（令和元（2019）年度～令和 5

（2023)年度）は、「全ての人が多様性を認め合い、国籍、民族等の異なる人々の互いの文化

的違いを認め合い、対等な関係を築こうとしながら、共に生きていこうとする」多文化共生

社会の実現をめざすために、区の基本的な考え方と課題達成のための施策を明らかにするも

のです。 

世田谷区多様性を認め合い男女共同参画と多文化共生を推進する条例（以下、「条例」と

いう。）第 9 条に基づく、多文化共生施策を総合的かつ計画的に推進するための行動計画に

あたります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プランの体系 

プランでは、「誰もが共に参画・活躍でき、人権が尊重され、安心・安全に暮らせる 多

文化共生のまち せたがや」の基本理念のもと、3 つの基本方針を掲げています。 

 また、基本方針ごとに施策を挙げ、その施策に沿った事業展開をまとめています。なお、

基本方針ごとの施策のうち１つを重点施策として掲げています。 

 詳細は「計画の体系」（p.5～6）をご覧ください。 

 

プランの進行管理と取組み状況報告について 

 区は施策を総合的かつ計画的に進めるため、条例第 9 条第 3 項に基づき、毎年プランの進

行管理を行い、施策の進捗状況を把握していきます。その結果については、国際化推進委員

会の検証を経て、「世田谷区男女共同参画・多文化共生推進審議会」に報告し、意見を聴い

たうえで、「取組み状況報告書」としてまとめ、公表します。 

  

  

本書について 

世田谷区多文化共生プラン

基本方針 1 地域社会における活躍の推進

基本方針 2 誰もが安心して暮らせるまちの実現

基本方針 3 多文化共生の意識づくり及び偏見・差別の解消

推進体制 多文化共生社会の実現に向けた推進体制

世田谷区第二次男女共同参画プラン

世田谷区多様性を認め合い男女共同参画と多文化共生を推進する条例 
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本書の見方 

 本書では、多文化共生に向けた数値目標及び重点施策に基づく数値目標と、各事業につい

て、令和 2（2020)年度の取組み内容と評価を掲載しています。 

 

数値目標のページについて 

 数値目標のページでは、多文化共生に向けた数値目標と、重点施策に基づく数値目標につ

いてそれぞれ以下の内容を掲載しています。 

 

【数値目標】 

 プランにおいて設定した数値目標です。世田谷区民意識調査及び外国人アンケート調査に

基づく実績を掲載しています。なお、世田谷区民意識調査に基づく重点施策１、３の項目に

ついては隔年の調査としています。 

 

【数値目標に対する評価と課題】 

 数値目標の実績数値について、評価と今後の課題を掲載しています。 
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施策に基づく具体的な取組みのページについて 

 施策に基づく具体的な取組みのページでは、課題の施策ごとの「取組み内容（事業名）」

について、令和 2（2020）年度の取組み内容及びそれに対する評価、並びに今後の取組みを、

下記のような表にまとめて掲載しています。 

また、各施策の進捗状況を図る目安として、具体的な取組みの中から数値管理できるものを取り

上げ、「実績管理」として毎年度把握していきます。 

なお、新型コロナウイルス感染症（以下、「新型コロナ」という。）の影響に伴い、令和2年度の

事業に関しては、中止や見直しを踏まえた実績（見込み）としています。 

 

基本方針 1：地域社会における活躍の推進 

 
  

(1)多文化共生の地域交流促進 
 多様な文化を理解し合える交流イベント等を開催し、区民一人ひとりが互いの文化について相互理解

を深め、人権を尊重し合いながら共に暮らしていける多文化共生の意識づくりを推進します。 

 

【施策に対する評価と課題】 
  様々なイベントを通じて、広く多文化共生の意識啓発を進めた。特にせたがや国際メッセにおいては、

昨年度比 1.8 倍の来場者数を記録し、多くの方の異文化理解を深めることができた。 

区の実態調査※においては、地域のイベント活動に「参加したい」と回答した外国人は 7 割弱という結果が

出ており(p.85)、引き続き、関係機関と連携しながら事業を実施するとともに、外国人向けの周知を強化

し、参加しやすい環境づくりを進める必要がある。 

  

 

項目 所管課 内容 実績・数値等 

1 
トライアングル

フェスタの実施 

烏山総合支所

地域振興課、児

童課 

上智大学祖師谷国際交流会館と連

携して、烏山地域でのお祭りを実施

し、地域の絆と国際交流を深める。 

トライアングルフェスタ自体は中止と

なったが、フィールドフェスティバル・

ぱるランド・上智大学祖師谷文化祭の

3 つのステージ発表を各団体が事前撮

りしたものを YouTube で紹介した。 

参加団体 7 団体 約 100 人 

2 
三茶 de 大道芸の

実施 

文化・芸術振興

課 

国内外約 50 のグループ等による大

道芸を実施し、外国人及び区内外か

ら集う人々との交流を通じ、ふれあ

いの輪を広げる。 

新型コロナ拡大防止のため、屋外での

大道芸上演は中止し、劇場において人

数を絞って開催し、人々の交流の機会

を提供した。 

・外国語版（英・中・ハングル）の概要

パンフレットを作成、100 部配布した。 

来場者：約 3,000 人 

3 
せたがや国際メ

ッセの実施 
国際課 

区内大使館や大学、国際交流団体

と連携し、ブース出展やステージ

イベント、体験コーナー等を実施

するとともに、チラシ・パンフレ

ットにルビを振るなど、誰もが気

軽に多様な文化に触れられる機会

を作る。 

やさしい日本語と国境なき医師団に関

する講演会を（公財）せたがや文化財

団国際事業部との共催で実施した。ま

た、国際交流団体を紹介する動画の上

映、パネル展示等も行った。 

来場者：143 人 

4 
国際交流ラウン

ジの実施 
国際課 

区内大学に通う留学生が、各テーマ

に対する母国と日本との比較をプ

レゼンテーションし、そのテーマに

ついて留学生を交えた参加者間で

シェアすることで、異文化理解を促

進する。 

新型コロナ拡大防止のため事業を中止

した。 

 

施策に対する評価と課題を記載しています。 

施策に対する評価と課題】内の「区
の実態調査」は、令和元年度実施の
「世田谷区における外国人区民の意

識・実態調査」を指します。 

再掲項目は網掛けにしています。 
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 2019 年度 2020 年度（見込み） 2021 年度（見込み） 

せたがや国際メッセ 

来場者数 
1,100 人 173 人（200 人） （200 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

実績に対する評価 今後の取組み 備考 

オンラインステージ配信ができたことで発表の

場の確保や地域の楽しみにしていた方に応える

ことができた。オンラインで留学生たちの母国

バーチャルツアーや料理も紹介され好評であっ

た。 

引き続き、上智大学祖師谷国際交流会館と協力

して、イベントにとらわれず連携事業を開催す

る。 

 

屋外での大道芸上演は中止し、劇場において人

数を絞って開催した。コロナ禍において、感染

防止を行ったうえで地域の多文化共生の推進と

賑わいづくりに貢献した。 

令和 3(2021)年度は、新型コロナ拡大防止を徹

底したうえでの開催に向け検討を進める。 
 

新型コロナ拡大防止を徹底しながらの開催であ

ったため、来場者数は減少したものの、やさし

い日本語をはじめとした多文化共生・国際協力

について、啓発を行うことができた。 

令和 3(2021)年度も、（公財）せたがや文化財

団国際事業部との共催を予定している。開催形

式については、新型コロナの影響を踏まえ、引

き続き検討する。 

 

未実施のため評価なし。 
学生、社会人など、より幅広い層が「やさしい

日本語」で交流できる場を提供していく。 

※令和 2(2020)年

度より、（公財）

せたがや文化財

団国際事業部が

事業を運営。 

各施策の実績を管理するため、「実績
管理」を設定しています。 

かっこ外の数は実数、かっこ内の数
は見込み数です。2020 年度は、実
数と昨年度時点での見込み数を比較

しています。 

施策に基づく具体的な取組みの実績
に対する評価を記載しています。 
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計画の体系 
基本理念 
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数値目標 

(1)多文化共生の推進に向けた数値目標（世田谷区民意識調査※1） 

調査項目 
2018 年度 

（策定時） 

直近の調査 

（2021 年） 

2021 年度末 

（目標値） 

2023 年度 

（目標値） 

多文化共生施策が充実して 

いると思う区民の割合 
31.5％ 

36.9％ 
80% 80% 

 

 

(2)重点施策に基づく数値目標（世田谷区民意識調査）※今年度は重点③のみ実施 

調査項目 
直近の調査 

（2021 年） 

2021 年度末 

（目標値） 

2023 年度 

（目標値） 

重点 

① 

外国人の地域活動への参加が促進 

されていると思う区民の割合 
－ 80% 80% 

重点

③ 

外国人に対する誤解や偏見が解消 

されていると思う区民の割合 

34% 
80% 80% 

 

 

(3)重点施策に基づく数値目標（外国人アンケート調査※2） 

調査項目 
直近の調査 

（2020 年） 

2021 年度末 

（目標値） 

2023 年度 

（目標値） 

重点 

② 

外国人の生活基盤が充実している 

と思う区民の割合 
49.5％ 80% 80% 

重点

③ 

外国人に対する誤解や偏見が解消 

されていると思う区民の割合 
44.5% 80% 80% 

 

 

※１ 世田谷区区民意識調査 2021 

世田谷区在住の満 18 歳以上の区民（外国籍含む）4,000 人を対象に実施。 

※２ 外国人アンケート調査 

   区内在住の 18 歳以上の外国人のうち、住民基本台帳から統計的手法に基づき無作 

為に抽出して実施。 

 

 

  

調整中 

調整中 
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【数値目標に対する評価と課題】 

 

＜(1)多文化共生の推進に向けた数値目標＞ 

「多文化共生施策が充実していると思う区民の割合」 

・プラン策定時より●●.●ポイント○○した。 

・本プランに基づく各取組みについて、広く区民に周知していく必要がある。 

 

＜(2)重点施策に基づく数値目標（世田谷区民意識調査）＞ 

・重点③について、令和元(2019)年度より●●.●ポイント○○した。 

 ・日本人と外国人の相互理解を深める機会を引き続き創出し、多文化共生の意識づくりを  

  推進していく必要がある。 

 

＜(3)重点施策に基づく数値目標（「世田谷区における外国人区民へのアンケート調査」（p.88 

～107 参照。以下、「アンケート調査」という。））＞ 

「外国人の生活基盤が充実していると思う区民の割合」 

 ・昨年度より 11.5 ポイント上昇した。 

 ・アンケート調査の結果から見えたニーズを踏まえ、窓口での多言語対応や相談体制の強  

  化などといった外国人に対する支援を引き続き拡充していく必要がある。 

 

「外国人に対する誤解や偏見が解消されていると思う区民の割合」 

 ・昨年度より 0.5 ポイント上昇した。 

 ・依然として 50%を下回っていることから、コロナ禍においても実施可能なイベントや講  

  座を検討・実施し、多文化共生の意識をさらに醸成していく必要がある。 
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＜参考＞「世田谷区民意識調査 2021」より 

①多文化共生の推進に向けた数値目標 

問 あなたは、「外国人と日本人が共に暮らす」という視点からみて、区の多文化共生社会の実現に向け
た施策が充実していると思いますか。（〇は１つ） 

     

＜参考＞「世田谷区における外国人区民へのアンケート調査（外国人アンケート調査）」より 

問 世田谷区では、外国人が安心して地域で生活するために、教育、住宅、就労など、生活全般にわたっ
ての支援を行っています。あなたは外国人に対する生活支援が充実していると思いますか（１つに
〇）。 

           

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

問 世田谷区では、多様な文化を理解し合える交流イベントなどを開催し、区民一人ひとりが互いの文
化について理解を深め、偏見や差別を解消することで、多文化共生社会の実現を目指しています。あ
なたは、区内において外国人に対する偏見や差別が減っていると思いますか（１つに〇）。 

         

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調整中 
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＜参考＞プラン策定後の国、都、区の動き 
 
国の動き 
■出入国管理及び難民認定法の改正（法務省） 

  平成 30(2018)年 12 月に出入国管理及び難民認定法が改正され、新たな在留資格「特
定技能」が創設された。（改正法は平成 31(2019)年 4 月施行） 

  これに合わせ、外国人材の適正・円滑な受入れの促進に向けた取組みとともに、外国
人との共生社会の実現に向けた環境整備を推進するため、「外国人材の受入れ・共生のた
めの総合的対応策」を示した。 

 
■日本語教育の推進に関する法律の成立（文化庁） 

  令和元(2019)年 6 月、「日本語教育の推進に関する法律」が公布、施行され、在住外国
人等に対する日本語教育の機会拡充・水準の維持向上等が掲げられた。地方公共団体も、
地域の状況に応じた日本語教育の推進に必要な施策の実施に努めることとされた。 

  令和 2(2020)年 6 月、同法 10 条の規定に基づき、「日本語教育の推進に関する施策を総
合的かつ効果的に推進するための基本的な方針」（以下、「基本方針」という。）が閣議決
定された。 

 
 ■外国人の子供の就学促進及び就学状況の把握等に関する指針の策定（文部科学省） 
  令和 2(2020)年 7 月、「外国人の子供の就学促進及び就学状況の把握等に関する指針」

が策定され、地方公共団体が講ずべき事項も併せて示された。 
  
 ■外国人在留支援センター（FRESC/フレスク）の開所（出入国在留管理庁） 
  令和 2(2020)年 7 月、新宿区の JR 四ツ谷駅前に「外国人在留支援センター（FRESC/フ

レスク）（以下、「FRESC」という。）」が開所した。FRESC には、出入国在留管理庁や日本司
法支援センター（法テラス）など 8 つの機関の相談窓口が入り、外国人からの相談対応、
外国人を雇用したい企業の支援、地方公共団体の支援などの取組みを行う。 

 
 ■「地域における多文化共生推進プラン」の改訂（総務省） 
  令和 2(2020)年 9 月、「地域における多文化共生推進プラン」（2006 年）が 14 年ぶりに

改訂された。改訂版は、「多様性と包摂性のある社会の実現による『新たな日常』の構築」
を掲げるとともに、コミュニケーション支援・生活支援・意識啓発と社会参画支援に次ぐ
施策の 4 番目の柱として、「地域活性化の推進やグローバル化への対応」を新たに設けた。 

 
都の動き 
 ■東京都つながり創生財団の設立 
  「人」と「人」とのつながりによる地域コミュニティの活性化をはかり、「都民一人ひ

とりが輝ける社会」の実現を目指す新たな財団として、「東京都つながり創生財団（以下、
「財団」という。）」が令和 2(2020)年 10 月 1 日に設立された。財団では、都内に住む外
国人を支援するなど多文化共生社会づくりを進めるほか、ボランティア文化の定着や、町
会・自治会を中心とした地域コミュニティの活性化など、共助社会づくりに取り組む。 

 
区の動き 
■（公財）せたがや文化財団国際事業部の開設・運営 
 今後の国際政策をより効率的・効果的に推進するため、公益財団法人せたがや文化財  
団内に国際事業部を新設するとともに、情報発信の拠点となる「せたがや国際交流セン  
ター（クロッシングせたがや）を令和 2(2020)年 4 月に開設した。国際事業部は、在住  
外国人と日本人との交流を推進するための事業を実施するほか、「せたがや国際交流セン 
ター」において、外国人向けの行政情報、生活・文化情報、国際交流活動を行う団体等
の情報発信、在住外国人の生活相談の問い合わせへの対応などを実施している。 
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＜参考＞区内在住外国人数データ 

 

 

 

   

都内区市町村別 外国人数 

比率 実数 
※令和３年 1月 1日時点 
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

R1 21,379 21,466 21,424 21,514 22,177 22,257 22,288 22,308 22,308 22,648 22,910 22,993
R2 23,034 23,124 23,096 23,062 23,053 22,977 22,804 22,557 22,319 22,090 21,930 21,971
R3 22,164 22,175 22,026 21,840 21,728 21,614 21,436

21,379 21,466 21,424 21,514 

22,177 22,257 22,288 22,308 
22,308 

22,648 

22,910 22,993 23,034 23,124 23,096 23,062 23,053 22,977 
22,804 

22,557 
22,319 

22,090 
21,930 21,971 

22,164 22,175 
22,026 

21,840 
21,728 

21,614 
21,436 

20,400
20,600
20,800
21,000
21,200
21,400
21,600
21,800
22,000
22,200
22,400
22,600
22,800
23,000
23,200
23,400

区
内

在
住

外
国

人
数

（
人

）

平成31年（令和元年）・令和2年・令和3年

区内在住外国人数の比較

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[各年 1 月 1 日時点] 

（総人口） （外国人人口） 

区内在住外国人数 過去 5年間の推移 

[各月 1 日時点] 

H29 H30 H31 R2 R3
総人口 892,535 900,107 908,907 917,486 920,372
外国人人口 18,196 19,931 21,379 23,034 22,164
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      世田谷区内年齢別人口 

日本人 

国籍・地域別外国人数 過去 7年間の推移（上位 6か国・地域） 

外国人 

（年齢） （年齢） 

[令和 3 年 1 月 1 日時点] 

[各年 1 月 1 日時点] 

0 1,000 2,000 3,000 4,000
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100以上
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H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3
中国 3,719 4,152 4,691 5,352 5,835 6,562 6,334

韓国・朝鮮 4,112 4,046 4,131 4,314 4,448 4,561 4,299

米国 1,287 1,359 1,455 1,550 1,706 1,808 1,825
台湾 585 706 804 914 999 1,106 1,057

フィリピン 770 799 812 836 983 983 926

ベトナム 340 483 612 757 864 1,004 893

 -

 1,000

 2,000

 3,000

 4,000

 5,000

 6,000

 7,000

（外国人人口） 
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国籍・地域別外国人数 

[令和 3 年 1 月 1 日時点] 

中国
6334（29%）

韓国・朝鮮
4299（19%）

米国
1825（8%）台湾

1057（5%）

フィリピン926
（4%）

ベトナム
893（4%）

英国
785（4%）

フランス
610（3%）

インド
560（2%）

ネパール
472（2%）

その他
4403（20%）
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新型コロナによる影響 
 
■外国人を取り巻く環境の変化 

・入国者数の減少 

 新型コロナの全世界での拡大により、法務省は、感染が拡大している国・地域からの入国

者に対し、上陸拒否を含む入国制限を行った。その影響により、区内の在住外国人数は令和

2(2020)年 2 月の 23,124 人をピークに減少に転じている。令和 3(2021)年 4 月 1 日時点では

21,840 人となり、ピーク時から約 1,300 人減少している。 

・帰国困難者、失業等による困窮者の増加 

 国の報告によると、技能実習生・留学生を含む国内の外国人が、企業・アルバイト先から

解雇され、職を失うという事態が発生している。また、国内の外国人が帰国を希望しても、

本国への航空便の減少等により、帰国が困難な状況も発生している。国は、新型コロナの影

響により帰国が困難な状況にある技能実習生、元技能実習生、留学生、元留学生に「特定活

動（就労可）」の在留資格を付与し、就労継続を支援するなど、緊急的な対応策を実施して

いる。こうした施策の実施と、施策を在留外国人に届けるための情報発信・相談対応の強化

がますます必要となっている。 

 

■区の多文化共生施策への影響 

 新型コロナ拡大防止のため、対面形式での区民向けイベントや講座の多くを、規模を縮小

しての開催、または中止とした。一方で、少人数制の講座等、一部の事業についてはオンラ

イン等を活用し、令和元年度と同規模で実施した。 

 令和２年度の外国人からの相談数については、令和元年度に比べ、対面での相談数は減 

少したものの、電話での相談数は増加し、トータルの件数も微増となった。やさしい日本語

で作成した区国際課の新型コロナ関連のホームページについても、令和 2 年 2 月に作成以

降、アクセス数が毎月伸びている。 

 

■今後の施策推進に当たっての課題 

 現在は、在住外国人人口が減少傾向にあるが、平成 30 年の「出入国管理及び難民認定法」

改正による外国人材受入拡大の動きを踏まえると、再び増加に転じることが見込まれる。「生

活基盤の充実」は、本プランの重点施策の一つに位置付けており、外国人が容易に行政・生

活情報を入手し、新型コロナに関わるものを含めた様々な問題について、相談できる体制を

構築していく必要がある。令和元年度に実施した「世田谷区における外国人区民の意識・実

態調査」や、外国人相談窓口で把握したニーズを踏まえ、体制を検討していく。 

 また、新型コロナに起因する不当な偏見や差別が生じないよう、一層啓発に取り組んでい

く必要がある。 

 事業等の開催にあたっては、今後感染の再拡大があった際にも柔軟に対応できるよう、開

催方法の見直しやオンラインの活用等について検討していく。 
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施策に基づく具体的な取組み 
 

基本方針 1：地域社会における活躍の推進 

 
  

(1)多文化共生の地域交流促進 
 地域住民との相互理解を深めるための様々な交流事業の開催や、外国人が地域で活躍できる場をつくるこ

とにより、地域の多文化共生を推進します。 

 

【施策に対する評価と課題】 
 新型コロナの影響により一部イベントの中止や開催方法の見直しを実施したものの、コロナ禍においても

感染対策を行いながら事業を実施することで、区民の多文化共生の意識啓発に取り組むことができた。 

 区の実態調査においては、地域のイベントに「参加したい」と回答した外国人は 7 割弱との結果が出てい

る(p.85)。外国人向けの周知を強化し、参加しやすい環境づくりを進めるとともに、オンラインの活用等

様々な工夫をしながら、継続的に事業を実施していく。 

 

  項目 所管課 内容 実績・数値等 

1 
トライアングル

フェスタの実施 

烏山総合支所

地域振興課、児

童課 

上智大学祖師谷国際交流会館と連

携して、烏山地域でのお祭りを実施

し、地域の絆と国際交流を深める。 

トライアングルフェスタ自体は中止と

なったが、フィールドフェスティバル・

ぱるランド・上智大学祖師谷文化祭の

3 つのステージ発表を各団体が事前撮

りしたものを YouTube で紹介した。 

参加団体 7 団体 約 100 人 

2 
三茶 de 大道芸の

実施 

文化・芸術振興

課 

国内外約 50 のグループ等による大

道芸を実施し、外国人及び区内外か

ら集う人々との交流を通じ、ふれあ

いの輪を広げる。 

新型コロナ拡大防止のため、屋外での

大道芸上演は中止し、劇場において人

数を絞って開催し、人々の交流の機会

を提供した。 

・外国語版（英・中・ハングル）の概要

パンフレットを作成、100 部配布した。 

来場者：約 3,000 人 

3 
せたがや国際メ

ッセの実施 
国際課 

区内大使館や大学、国際交流団体と

連携し、ブース出展やステージイベ

ント、体験コーナー等を実施すると

ともに、チラシ・パンフレットにル

ビを振るなど、誰もが気軽に多様な

文化に触れられる機会を作る。 

やさしい日本語と国境なき医師団に関

する講演会を（公財）せたがや文化財

団国際事業部との共催で実施した。ま

た、国際交流団体を紹介する動画の上

映、パネル展示等も行った。 

来場者：143 人 

4 
国際交流ラウン

ジの実施 
国際課 

区内大学に通う留学生が、各テーマ

に対する母国と日本との比較をプ

レゼンテーションし、そのテーマに

ついて留学生を交えた参加者間で

シェアすることで、異文化理解を促

進する。 

新型コロナ拡大防止のため事業を中止し

た。 

5 
English Table の

実施 
国際課 

区内大学に通う留学生と、各テーマ

に対して英語でコミュニケーショ

ンするとともに、参加者間での交流

を深める。 

新型コロナに伴う事務事業見直しに 

より、事業を中止した。 

6 

★ 「 Touch the 

World」多文化体

験コーナーの運

営 

教育指導課 

子どもたちが体験的に楽しく外国

語を学ぶとともに、外国人を含めた

様々な区民が気軽に立ち寄り、多様

な文化に触れ、交流することができ

る「Touch the World」多文化体験

コーナーを運営することで、子ども

たちの外国語や異文化への関心を

高め、国際理解を推進する。 

来場者：10,470 人（イベント及び移動

教室による来場者を除く） 
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【実績管理】 

 2019 年度 2020 年度（見込み） 2021 年度（見込み） 

せたがや国際メッセ 

来場者数 
1,100 人 173 人（200 人） 

（新型コロナの状況により

変動するため、測定不可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実績に対する評価 今後の取組み 備考 

オンラインステージ配信ができたことで発表の

場の確保や地域の楽しみにしていた方に応える

ことができた。オンラインで留学生たちの母国

バーチャルツアーや料理も紹介され好評であっ

た。 

引き続き、上智大学祖師谷国際交流会館と協力

して、イベントにとらわれず連携事業を開催す

る。 

 

屋外での大道芸上演は中止し、劇場において人

数を絞って開催した。コロナ禍において、感染

防止を行ったうえで地域の多文化共生の推進と

賑わいづくりに貢献した。 

令和 3(2021)年度は、新型コロナ拡大防止を徹

底したうえでの開催に向け検討を進める。 
 

感染防止を徹底しながらの開催であったため、

来場者数は減少したものの、やさしい日本語を

はじめとした多文化共生や、国際協力について

の啓発を行うことができた。 

令和 3(2021)年度も、（公財）せたがや文化財

団国際事業部との共催を予定している。開催形

式については、新型コロナの影響を踏まえ、引

き続き検討する。 

 

未実施のため評価なし。 
学生、社会人など、より幅広い層が「やさしい

日本語」で交流できる場を提供していく。 

※令和 2(2020)年

度より、（公財）

せたがや文化財

団国際事業部が

事業を運営。 

未実施のため評価なし。 
令和 3(2021)年度も、新型コロナ拡大防止のた

め事業を中止する。 
 

子どもたちの英語を学ぶ機会の充実をはかるた

め、運営方法の見直し等を図った。 

運営方法の見直し等を検討した結果、令和

3(2021)年度は「Touch the World」多文化体験

コーナーを休止する。 
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基本方針 1：地域社会における活躍の推進 

 
  

(2)地域活動への参加促進【重点】 
 外国人が地域住民の一人として地域社会に参加・活躍できるように、地域コミュニティやボランティア活

動への参加を促進します。 

 

【施策に対する評価と課題】 
 新型コロナの影響で、区の事業における外国人ボランティアの活動機会は少なくなった。一方区の実態調

査では、約 5割の外国人が母語や日本語を教える活動や学校の授業へ「協力したい」と回答している(p.84)。 

 今後も、各課に対する働きかけと連携を強化し、外国人ボランティアの活用機会を拡充していく必要があ

る。 

 

  項目 所管課 内容 実績・数値等 

7 

★町会・自治会な

ど地域活動団体

に対する理解促

進 

市民活動・生涯

現役推進課、国

際課 

外国人にもわかりやすいやさしい

日本語やルビ等を活用したチラシ

を配布するなど、地域活動について

周知、啓発に取り組むとともに、多

文化共生の取組みについて情報提

供をするなど、町会・自治会に向け

ても理解を求めていく。 

多言語版町会・自治会加入促進チラシ

(計 13,000 枚）の配布を継続した。ち

らしに QR コードを掲載し、それを読み

取ると多言語版（英語、中国語、ハン

グル）の情報が見られるよう に工夫

し、外国人住民への理解促進に努め、

加入促進を図っている。新型 

8 
★「おたがいさま

bank」への登録促

進 

市民活動・生涯

現役推進課、国

際課 

「おたがいさま bank」とは、社会福

祉法人世田谷ボランティア協会と

連携して構築したボランティア人

材バンクである。外国人が参加する

イベント等において、積極的に登録

の促進を図る。 

登録者数 2,559 人（令和 3(2021)年 3

月末現在） 

9 
☆外国人ボラン

ティアの活用拡

大 

国際課 
外国人が、通訳や地域のボランティ

アとして活躍できる場を広げる。 
外国人との意見交換会での通訳：3 人 
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【実績管理】 

 2019 年度 2020 年度（見込み） 2021 年度（見込み） 

外国人ボランティア 

活用実績 
35 人 3 人（5 人） （5 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実績に対する評価 今後の取組み 備考 

町会・自治会会員が外国人住民へ話しかける一

つのきっかけとして、また、外国人住民からの

問い合わせの際の資料として、多言語対応した

チラシを役立てている。 

外国人の町会・自治会への理解促進や加入促進

に向け、支援を継続する。 
 

「おたがいさま bank」を活用して、地域人材と

地域活動をマッチングすることで、ボランティ

ア活動を促進し、地域参加・地域貢献の活性化

を図った。 

ボランティアの人材バンクである「おたがいさ

ま bank」とＡＩを活用して、「地域人材」と「地

域活動」をマッチングすることで、ボランティ

ア活動の活性化を図る。 

 

過去区の事業に参加経験のある外国籍区民に通

訳として協力してもらうことで、日本人参加者

と外国人参加者の活発なコミュニケーションに

つなげることができた。 

外国人が地域社会で一層活躍できるよう、今後

も積極的に外国人ボランティアを活用してい

く。 
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基本方針 1：地域社会における活躍の推進 

 
  

(3)外国人の区政参画推進 
 外国人の区政への参画を促し、意見をまちづくりに反映することができる仕組みづくりを推進します。 

 

【施策に対する評価と課題】 
 外国人アンケート調査を実施し、在住外国人の生活状況並びに区に対する満足度などを把握した。調査結果は

今後の施策の検討に活かしていく。 

「外国人との意見交換会」は、オンライン方式で開催し、20人の外国人から区政への意見を聞くことができた。

引き続き、様々な機会を捉え、外国人の区政参画を促していくとともに、意見を多文化共生社会のまちづくりに

反映していく。 

 

  項目 所管課 内容 実績・数値等 

10 
★各会議体等に

おける外国人の

参画促進 

関係各課、国際

課 

区民の意見を反映するための会議

において、外国人が登用されている

か関係各課に調査を行い、外国人を

登用するよう促す。 

「世田谷区ユニバーサルデザイン環境

審議会および部会」、「世田谷区男女

共同参画・多文化共生審議会および多

文化共生推進部会」の委員として、そ

れぞれ外国人 1 人を登用した。 

11 
区民意識調査の

実施 
広報広聴課 

区民意識調査において、外国人を含

むアンケート調査を多言語により

実施し、外国人の声を区政に反映す

る。 

調査票等について、日本語のほか、英

語に翻訳のうえ区民意識調査を実施し

た。  

調査対象者 

（外国籍 95 人／対象数 4,000 人） 

有効回収数 

（外国籍 39 人／回収数 2,371 人） 

→外国籍の回収率 41.1％ 

12 
外国人との意見

交換会の実施 
国際課 

外国人の意見を区政に反映させる

ため、区内在住の外国人同士あるい

は、区内在住の外国人と日本人によ

る行政課題をテーマとした意見交

換会を実施する。 

無作為抽出による在住外国人 1,000 人

及び、区内日本語支援ボランティア団

体、過去に区で実施している「日本語

サポーター講座」の受講者に案内を送

付し、参加希望者による意見交換会を

オンラインで行った。 

参加者数：43 人（うち外国籍 20 人） 

13 
★外国人アンケ

ート調査の実施 
国際課 

外国人の意見を聞くために、外国人

との意見交換会とあわせ、アンケー

ト調査を実施する。 

区内在住外国人 500 人を対象に、「世

田谷区における外国人区民へのアンケ

ート調査」を実施した。 

回収率：92 件（回収率 18.4％） 
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【実績管理】 

 2019 年度 2020 年度（見込み） 2021 年度（見込み） 

外国人との 

意見交換会 

外国人参加者数 

25 人 20 人（30 人） （30 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実績に対する評価 今後の取組み 備考 

区の施策に対し、外国人委員の母国と比較した

意見を聞くことができたが、各会議体における

外国人の登用数は計 2 人と少ない状況である。 

引き続き、関係各課の会議等において外国人の

登用を促していく。 
 

外国籍の回収率は、 

令和元(2020)年度 34.2％に対し、令和 2(2021)

年度は、40.1％と増加傾向にある。 

引き続き、外国人を調査対象者に含めて実施す

る。 
 

区民同士で日頃から感じていることを意見交換

することで、情報を共有しながら課題について

の認識を深めることができ、参加者同士の活発

な交流の場ともなった。また、テーマを「日本

語支援」としたことで、今後区が重点的に取り

組む「日本語支援」・「外国人相談体制の強化」

に向けた参考とすることができた。 

令和 3(2021)年度についても新型コロナ拡大防

止を徹底したうえで実施予定である。また、開

催にあたっては、今後の区政に反映できるよう

なテーマ設定を検討する。 

 

区内在住外国人の実態について、今後の多文化

共生施策に繋がる調査結果を得ることができ

た。 

しかし、回収率が 18.4％と区の実態調査を下回

ったため、次回の調査実施時は回収率向上に向

けた工夫が必要である。 

調査結果をもとに、外国人のニーズに沿った多

文化共生施策を検討し、推進していく。また、

次回の調査実施に向け、実施方法や調査項目に

ついての検討を行う。 
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基本方針 2：誰もが安心して暮らせるまちの実現  

 
  

(1)外国人への日本語支援 
 外国人が地域社会で自立した生活を送るために必要な日本語を習得できるよう、学習機会を充実させるほ

か、必要に応じて日本語の支援を行います。 

 

【施策に対する評価と課題】 
 「外国人向け日本語教室」について、新型コロナの影響によりオンライン開催（15 回コース×3 期、第 1

期は中止）に変更した。参加者数は昨年度の 33 人から 36 人に増え、参加者からも概ね好評であった。 

 区の実態調査では、7 割弱の方が「外国人向け日本語教室を知らない」と回答していることから(p.82)、

周知を強化していく。また、「日本語教育の推進に関する法律」に基づく基本方針を踏まえ、区の状況に応

じた日本語支援のあり方を引き続き検討する。 

 

  項目 所管課 内容 実績・数値等 

14 
☆外国人向け日

本語教室の拡充 
国際課 

日本語を初めて学ぶ外国人に対し、

日常生活で使用する日本語を習得

する機会の拡充を図る。 

Web 会議システム「Zoom」を使用し、オ

ンラインでの日本語教室を開催した。 

全 3 期（1 期につき 15 回）、受講者 36

人 

※第 1 期は新型コロナ拡大防止のため

中止とした。 

15 
せたがや日本語

サポーター講座

の実施 

国際課 

日本語支援のボランティア活動を

考えている区民を対象に、日本語を

サポートするうえでの役立つ基礎

知識が学べる講座を実施する。 

新型コロナ拡大防止のため事業を中止

した。 

16 

外国人児童・生徒

に対する日本語

指導等補助員の

派遣 

学務課、教育指

導課 

外国人の児童・生徒に対して日本語

指導及び生活習慣の指導補助を行

う。 

外国籍の児童・生徒に対して日本語指

導及び生活習慣の指導補助を行った。 

小学校：36 時間 

中学校：40 時間 

・派遣実績 小学校 25 校 46 人 

            中学校 10 校 14 人 

17 
外国人児童・生徒

の保護者に対す

る通訳の派遣 

学務課、教育指

導課 

外国人等の児童・生徒の保護者に対

して、通訳を派遣し、通学上不可欠

な事項等、子どもの教育指導に関わ

る話し合いを円滑に進める。 

外国人等の児童･生徒の保護者に対し

て、通学上不可欠な事項等、子どもの

教育指導に関わる話し合いを円滑に進

めるため、通訳の派遣を行った。 

・派遣実績 小学校 19 校延べ 29 人 

            中学校 9 校延べ 17 人 
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【実績管理】 

 2019 年度 2020 年度（見込み） 2021 年度（見込み） 

外国人向け日本語教室 

受講者数 
33 人 36 人（40 人） （40 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実績に対する評価 今後の取組み 備考 

外国人に対し、生活するための基礎となる日本

語の学習機会を提供することができた。初のオ

ンライン開催であったが非常に好評で、次回ま

た参加したいという声も多く挙がっていた。 

「日本語教育の推進に関する法律」に基づく基

本方針を踏まえ、令和 3(2021)年度は、1 期あた

りの回数を 20 回に増やし、期の途中からも参

加できるようなプログラムとすることで、より

受講しやすい形式に改善する。 

 

未実施のため評価なし。 
新型コロナ拡大防止のため、オンライン開催

等、実施手法の見直しを図る。 
 

外国籍の児童・生徒に対して日本語指導及び生

活習慣の指導補助を行い、学習習得に役立てる

ことができた。 

実施年によって実績の増減はあるが、令和

2(2020)年度は大幅に増加している。指導が必

要な児童・生徒は毎年いるため、引き続き、指

導補助を継続していく。 

 

外国人等の児童･生徒の保護者に対して、通学上

不可欠な事項等、子どもの教育指導に関わる話

し合いを円滑に進めるため、通訳の派遣を行い、

学校と保護者間の意思疎通を円滑に行うことが

できた。 

通訳の派遣は随時必要とされており、今後も当

該事業を継続して実施する。 
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基本方針 2：誰もが安心して暮らせるまちの実現  

 
  

(2)行政情報の多言語化等の推進 
 外国人が地域社会で生活していくうえで必要となる情報や、公共施設など、多くの区民が利用する場所の

サイン等について、「世田谷区多言語表記及び情報発信の手引き」に則って多言語化を推進するとともに、

「やさしい日本語」やルビ等の普及に努めます。 

 

【施策に対する評価と課題】 
「世田谷区多言語表記及び情報発信の手引き」に基づき、庁内各課において冊子・チラシをはじめとした各

種媒体の多言語化が進んできている。引き続き、各課に向けて多言語化を促すとともに、「やさしい日本

語」の普及にも取り組んでいく。 

 

①情報発信における意識の醸成 

  項目 所管課 内容 実績・数値等 

18 

「世田谷区多言

語表記及び情報

発信の手引き」の

活用促進 

国際課 

日本語を母語としない方にどのよ

うに情報を届けるか、必要とする地

域での情報を正しく理解してもら

うか、情報を発信する担当者に向け

ての考え方を整理した「世田谷区多

言語表記及び情報発信の手引き」の

活用を促進するとともに、広く区民

に向けても活用を促す。 

区ホームページにおいてやさしい日本

語を活用し積極的に情報発信を行っ

た。また、引き続き庁内公開サイト・

区ホームページに手引きのデータをア

ップロードし、庁内外向けの周知にも

努めた。 

19 

情報のユニバー

サルデザインガ

イドラインの普

及 

都市デザイン

課 

ユニバーサルデザインとは、年齢、

性別、国籍、能力に関わらず、でき

るだけ多くの人が利用しやすいよ

うに生活環境を構築する考え方で

ある。「情報のユニバーサルデザイ

ン」を活用に、多言語化や図記号・

絵記号（ピクトグラム）の活用につ

いて普及を図り、広く区民へ向けて

も活用を促す。 

「世田谷区情報のユニバーサルデザイ

ンガイドライン」の見直しを行い改訂

版を作成し、発行した。 

20 
職員向け「やさし

い日本語」研修等

の実施 

研修担当課、国

際課 

「やさしい日本語」とは、普通の日

本語よりも簡単で、外国人にもわか

りやすく、情報を発信する日本人に

も使いやすいように考案された日

本語のこと。各職場において、「や

さしい日本語」で対応できるよう、

「世田谷区多言語表記及び情報発

信の手引き」を活用し、職員向けに

研修を実施する。 

新型コロナ拡大防止のため、事業を中

止した。 
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【実績管理】 

 2019 年度 2020 年度（見込み） 2021 年度（見込み） 

庁内における多言語冊

子・チラシ数 
25 種 27 種（30 種） （30 種） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実績に対する評価 今後の取組み 備考 

庁外・庁内の両方に手引きを PR することで、地

域全体における情報発信する際の意識啓発につ

なげることができた。 

様々な機会を捉え、区民、事業者及び庁内向け

の周知を強化し、活用の機会を広げていく。 
 

内容の一部改訂とともに、ユニバーサルデザイ

ンの観点からデザインを一新し、よりわかりや

すいガイドラインとすることができた。 

職員へ「情報のユニバーサルデザインガイドラ

イン」を用いて研修するなど、引き続きユニバ

ーサルデザインの必要性や知識の伝達を行っ

ていく。 

 

実績なしのため、評価なし。 
令和 3(2021)年度は、感染防止を徹底したうえ

で開催を予定している。 
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②サイン等の多言語化 

  項目 所管課 内容 実績・数値等 

21 
☆各種行政冊子、

チラシ等の多言

語化 

関係各課 
各課で作成する各種行政冊子、チラ

シ等の多言語化を進める。 
P.59～60 参照 

22 
☆公共施設館名

表示の多言語化 

各総合支所（た

だし世田谷総

合支所は総務

課庁舎管理係） 

公共施設名表示の多言語化を進め

る。 

世田谷区民会館：施設名及び室場名に

ついて、日本語のほかに英語での併記

を行っている。 

23 
☆区広報板の多

言語化 
地域行政課 区広報板の多言語化を進める。 

広報板の建替えにあわせて、多言語化

対応の WEB ページにリンクする二次元

コードを記した広報板を設置した。 

設置数：5 基 

24 
☆街区表示板、街

区案内図の多言

語化 

住民記録・戸籍

課 

街区表示板、街区案内図の多言語化

を進める。 

【住居表示板】平成 5 年度以降、区内

全域において、表示板の区名、町名に

ひらがなでルビをふり、下欄にローマ

字で表記している。 

【街区案内図】平成 3 年度以降、町名、

施設、道路、駅、広域避難場所等を英

語併記。ピクトグラムによる案内表示

を行っている。 

25 

施設名表示（総合

運動場・総合運動

場温水プール・千

歳温水プール、総

合運動場駐車場）

の多言語化 

スポーツ推進

課 

総合運動場・総合運動場温水プー

ル・千歳温水プール、総合運動場駐

車場の施設名表示において多言語

化を進める。 

総合運動場、総合運動場温水プール、

千歳温水プールの英語表記によるサイ

ン標記を掲示した（一部）。総合運動

場については、翻訳アプリ（iPad）を

常備しているほか、英会話が可能なア

ルバイトスタッフが外国人対応にあた

っている。 
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実績に対する評価 今後の取組み 備考 

庁内各課における行政冊子、チラシ等の多言語

化が進んできている。 

引き続き、関係各課に働きかけ、各種行政冊子、

チラシ等の多言語化を進める。 
 

施設名や室場名について、複数の言語で記載す

ることで、多様な人が利用しやすい施設整備を

行っている。 

公共施設館名表示について、より多言語での表

示を検討していく。 
 

予定通りの建替えが完了した。 

 

多言語化対応した広報板の設置を引き続き、進

めていく。 

 

外国人に対して適切に情報提供することができ

た。 

既存の街区表示板、街区案内図を改修等する

際、これまでどおり多言語対応を実施する。 
 

外国人の利用のサポートに役立っており、外国

人に対しても適切に情報提供することができ

た。 

各施設、引続きサイン標記の充実を図る。特に

大蔵第二運動場の英語表記によるサイン標記

を掲示する。 
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  項目 所管課 内容 実績・数値等 

26 

館内での多言語

アナウンス（総合

運動場・総合運動

場温水プール・千

歳温水プール）の

実施 

スポーツ推進

課 

総合運動場・総合運動場温水プー

ル・千歳温水プールについて、多言

語での館内アナウンスを実施する。 

総合運動場、総合運動場温水プール、

千歳温水プールの多言語による施設閉

館案内等放送を実施した。（定型的な

案内のみ） 

27 

喫煙場所標識、路

上喫煙禁止路面

標示シートの多

言語化 

環境計画課 
喫煙場所標識、路上喫煙禁止路面標

示シートの多言語化を進める。 

電柱巻看板・路面標示シート（英語併

記）を設置した。 

電柱巻看板：368 か所 

路面標示シート：270 か所 

28 
☆公園施設利用

案内の多言語化 
公園緑地課 

公園施設利用案内の多言語化を進

める。 

・公園等の新設・改修工事の際に設置

する園名板について、英語表記を行っ

た。公園数 5 か所  

・二子玉川公園のパンフレットの多言

語化を図り、ホームページに公開した。 

29 
☆区道案内標識、

区道通称名板の

多言語化 

土木計画調整

課、工事第一

課、工事第二課 

区道案内標識、区道通称名板の多言

語化を進める。 
区道通称名標識 20 基 
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実績に対する評価 今後の取組み 備考 

外国人に対して適切に情報提供することができ

た。 
引き続き、施設案内等放送の充実に努める。  

喫煙場所や路上喫煙禁止か所について、外国人

へ適切に情報提供することができた。 
引き続き、積極的に標示を増設していく。  

可能な限りの多言語化を図っているが、表示内

容やスペースの制約があり、一部分のみ、また、

英語表記までにとどまっている。 

公園等の新設・改修工事の際に設置する案内板

や園名板について、英語表記を行う。 
 

区道多言語案内標識は事業完了。区道多言語通

称名標識も計画通り進捗している。 
区道多言語通称名標識の設置を推進する。 

土木計画課→土

木計画調整課に

名称変更 

 



31 

 

基本方針 2：誰もが安心して暮らせるまちの実現  

 
  

(3)生活基盤の充実【重点】 
 外国人が行政・生活情報を入手し、地域生活で生じる様々な問題について相談できるように、生活相

談のための窓口を運営するとともに、教育、住宅、就労など、地域で暮らすうえで必要不可欠な生活基

盤の充実を図ります。 

 

【施策に対する評価と課題】 
 （公財）せたがや文化財団国際事業部が設置する「せたがや国際交流センター」と連携し、外国人への情報

発信を充実させることができた。 

 新型コロナをはじめとした各種相談については、「せたがや国際交流センター」において電話やメールで応

じるとともに、外国人相談とも連携し、必要な情報提供に努めた。 

 

  項目 所管課 内容 実績・数値等 

30 
外国人相談窓口

の運営 

世田谷総合支

所地域振興課 

外国人の日常生活や区政に関する

相談を、英語、中国語で受け付ける

窓口を運営する。 

英 語：面接 1,458 件 電話 762 件 

中国語：面接 778 件 電話 463 件 

その他：面接 350 件 電話 186 件 

合計 3,997 件 

31 

「ライフ・イン・

セタガヤ（外国語

版生活便利帳）」

の配布 

国際課 

外国人が区内に転入する際に、防

災・保健・医療・教育・税金・子育

て当、生活に必要な情報を英語・中

国語・ハングルでわかりやすく記載

した外国語版便利帳「ライフ・イン・

セタガヤ」を配布する。 

印刷数：4,000 部（英語 2,000 部、中国

語：1,300 部、ハングル 700 部） 

32 
国際化推進事業

協力員制度の活

用 

国際課 

外国語の能力や、国際的知識等を持

つ職員を「国際化推進事業協力員」

として登録し、各職場や外国語での

対応が必要となったとき、所属を超

えて、通訳などの対応や、国際交流

に関する職務に対応する。 

庁内の外国語版印刷物の翻訳確認等の

場面で、「国際化推進事業協力員」を

活用した。また、増加する業務依頼に

対し、限られた人材を有効に活用でき

るよう、業務内容の見直しを行った。 

登録職員数：50 人（令和 3 年 3 月 31 日

現在） 

10 ヶ国語に対応（重複あり） 

33 
★留学生の就労

支援事業の実施 
国際課 

市民活動団体と協働し、日本で学び

日本で就職したい留学生に対し、日

本での働き方や生活習慣、マナーな

どを学ぶ機会を提供するとともに、

就職後のサポートにも取組む。 

令和 2 年度は実績なし。 
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【実績管理】 

 2020 年度（見込み） 2021 年度（見込み） 

せたがや国際交流センター 

（クロッシングせたがや） 

来館者数 

1,895 人（2,400 人） （2,400 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実績に対する評価 今後の取組み 備考 

令和元(2020)年度に比べ、面談が減少し、電話

が増加したのは、新型コロナの影響によると考

えられる。総件数は昨年度より増加している。 

相談件数・内容の推移を注視しニーズを捉えつ

つ、外国人の日常生活や区政に関する相談事業

を継続する。また、タブレット等を使用し、多

言語に対応した案内を行っていく。 

 

各窓口に配置することで、転入した外国人に対

する適切な情報提供ができた。各所管での問い

合わせ対応の際にも使用されている。 

内容を精査し、外国人にとってより使いやすい

ライフ・イン・セタガヤとなるよう改訂を行っ

ていく。また、転入して間もない外国人にとっ

て必要な情報（日本語教室の情報など）のチラ

シ等を挟みこむことで、各施策の PR 媒体とし

ても活用していく。 

 

庁内からの、翻訳確認や通訳依頼などの外国語

需要に対し、適切な人員を配置することによっ

てスムーズに対応することができた。 

庁内の外国語対応依頼に適切に応えていくと

ともに研修等を通してスキルアップを図る。 
 

実績なしのため、評価なし。 

今後の新型コロナの影響を踏まえながら、引き

続き各大学の国際関係部門と調整し、事業の実

施に向けた検討を行っていく。 
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  項目 所管課 内容 実績・数値等 

34 
★（仮称）多文化

情報コーナーの

整備・運営 

国際課 

防災や医療など様々な情報を発信

するとともに、利用者同士が情報交

換したり、外国につながる子どもた

ちが母語や母国の文化に触れるこ

とができる、（仮称）多文化情報コ

ーナーを整備・運営する。 

令和 2(2020)年 4 月に、世田谷線三軒

茶屋駅前に「せたがや国際交流センタ

ー（愛称：クロッシングせたがや）」を

開設。多言語での情報提供や、団体の

活動紹介や支援、相談に対する案内等

を行った。 

35 
労働に関する情

報提供 

工業・ものづく

り・雇用促進課 

三茶おしごとカフェでは、外国人が

多言語で労働や求職に関する相談

をすることができる「東京都労働相

談センター」や「東京外国人雇用相

談サービスセンター」等の情報提供

を行う。 

電話による問合せを数件受け、東京都

労働相談センターや東京外国人雇用相

談サービスセンター等の情報提供を行

った。 

36 
☆医療に関する

情報提供 

保健福祉政策

課 

外国語で受診できる医療機関や日

本の医療制度を外国語で案内する

医療情報センター「ひまわり」のホ

ームページ・テレフォンサービス、

医療機関向けの電話による救急通

訳サービス、初期救急診療所等、医

療に関する様々な情報提供を行う。 

せたがや便利帳及び区ホームページの

夜間・休日の急病時の案内の中で、「ひ

まわり」では外国語（英語・中国語・ハ

ングル・タイ語・スペイン語）による

案内を行っている旨掲載した。 

37 
★外国人介護人

材の受入支援 
高齢福祉課 

区内介護事業所が外国人人材の受

入れを検討するにあたり、国や都の

外国人人材に関する支援制度の周

知を行うとともに、外国人が働きや

すい環境づくりについて検討する。 

・区内介護事業所へ向けて、都が実施

する外国人人材支援制度の周知を行っ

た。（3 回） 

・外国人人材採用にかかる費用の一部

を助成した（１事業所）。 

38 
★不動産団体等

への情報提供 

国際課、居住支

援課 

区内の不動産団体等に対し、外国人

を支援するサービスやガイドブッ

ク等の情報提供を行うなど、外国人

が円滑に民間賃貸住宅に入居でき

る環境の整備に取組む。 

不動産団体等に「お部屋探しサポート」

事業に外国人を加えたことを周知し、

利用者１人に対し、民間賃貸住宅の空

き室情報を提供した。 
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実績に対する評価 今後の取組み 備考 

ホームページやＳＮＳの他、様々な媒体を活用

した「情報発信」ができた。また、活動団体の

紹介、団体との連携事業を実施した。 

せたがや国際交流センターを知る人も増えてお

り、来館者も少しずつではあるが増やすことが

できた。 

ホームページやＳＮＳ等での情報発信を充実さ

せるほか、国際交流事業の拡大、国際交流活動団

体とのネットワークの拡大等にも取り組む。 

引き続き区と国際交流センターが連携・協力し

て国際施策を充実させていく。 

（仮称）多文化情

報コーナーは、せ

たがや国際交流

センターの名称

で開設した。運営

は、（公財）せた

がや文化財団国

際事業部が担う。 

問合せに対しては、的確に支援機関を案内した。 

外国人の方からの問合せ、相談があった場合

に、東京都労働相談センターや東京外国人雇用

相談サービスセンター等の情報提供を行う。 

 

紙と電子の両媒体に掲載したことで、幅広く周

知できた。 

引き続き「ひまわり」が外国語に対応している

旨の情報を掲載するとともに、他の案内等にも

掲載できないか検討する。 

調整・指導課→保

健福祉政策課に

名称変更 

適宜情報提供を行い、また採用にかかる経費の

助成を行うことで、区内介護事業所が外国人人

材を円滑に受け入れられるよう、事業者支援を

行うことができた。 

国や都による様々な支援策や区内事業所の取

り組み事例の周知に努めるとともに、課題など

を整理したうえで、交流の場の確保といった日

常生活面における支援等を検討していく。 

 

民間不動産店団体の協力もあり、外国人の民間

賃貸住宅への入居を支援することができた。 

令和 3(2021)年度も継続的に事業を実施してい

く。 

住宅課→居住支

援課に名称変更 
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  項目 所管課 内容 実績・数値等 

39 
★居住支援協議

会における入居

支援策の検討 

国際課、居住支

援課 

居住支援協議会において、NPO との

連携方策等、入居先を探す外国人及

び外国人オーナーの不安解消に資

する入居支援策について検討する。 

「お部屋探しサポート」事業の利用促

進に向け、引き続き周知を行った。 

40 

帰国・外国人児

童・生徒のための

教育相談室の運

営 

学務課、教育指

導課 

帰国・外国人相談室・支援校（小学

校３校、中学校 1 校）連携のもと、

帰国・外国人児童・生徒の教育や相

談指導を行う。 

相談件数 489 件 

訪問指導 

小学校 6 校 8 人 計 52 回 

中学校 2 校 4 人 計 31 回 

補習教室  

水曜 17 回/年 延べ 171 人 

土曜 19 回/年 延べ 347 人 
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実績に対する評価 今後の取組み 備考 

「お部屋探しサポート」を通じて、外国人の民

間賃貸住宅への入居を支援することができた。 

不動産仲介会社及び家主向けのセミナー等を

通し、外国人の入居促進に関するテーマ等を扱

うことを検討する。 

住宅課→居住支

援課に名称変更 

日本語習得の不十分な児童・生徒について、初

期指導・訪問指導・補習教室における指導等、

その児童・生徒の理解の程度に応じた指導を行

い、学校生活に適応するための支援を行うこと

ができた。 

引き続き、必要な児童・生徒の理解の程度に応

じた支援を行っていく。また、新型コロナの影

響等により補習教室に通えない児童・生徒のた

めに、訪問指導にもより力を入れて行ってい

く。 

 

 



37 

 

基本方針 2：誰もが安心して暮らせるまちの実現  

 
  

(4)災害時に対する備えの充実  
 平常時から外国人に対する防災訓練や防災情報の提供を行うとともに、災害発生時に地域社会において適

切かつ迅速な対応ができる体制の整備を推進します。 

 

【施策に対する評価と課題】 
 「外国人向け防災教室」については、新型コロナの影響により回数が減少した。区の実態調査において、

6 割以上の外国人が防災訓練に「参加したい」と回答しており(p.84)、外国人の参加意欲は高い。感染防止

を考慮しつつ、日本語支援を行うボランティア団体や総合支所地域振興課と連携しながら今後も実施してい

く。 

 また、災害ボランティアの活用や庁内体制の整備等について、より具体的な運用の検討やマニュアル整備

を進める。 

 

  項目 所管課  内容 実績・数値等 

41 
外国人向け防災

教室の実施 

各総合支所地

域振興課、国際

課 

外国人が災害に対する基礎知識を

学習できるように、資料を多言語で

作成するとともに、地域の日本語教

室と連携し、防災教室を実施する。 

地域の外国人向けの学校と協働し、防

災訓練、防災教室を開催した。 

全 2 教室（いずれも世田谷総合支所管

内） 

42 
地域の防災訓練

への外国人の参

加促進 

各総合支所地

域振興課、国際

課 

様々な機会を捉え、外国人に対して

地域の防災訓練への積極的な参加

を呼びかける。 

新型コロナ拡大防止のため、訓練を行

うことが難しく、留学生施設への防災

訓練の呼びかけは行わなかった。 

43 

外国人にも配慮

した避難所運営

マニュアルの見

直し 

災害対策課 

避難所運営組織向けに作成する避

難所運営マニュアルについて、外国

人避難者も想定し、やさしい日本語

等を活用した見直しを進める。 

避難所における新型コロナ等拡大防止

策を記載した、避難所運営マニュアル

の追補版を作成した。 

44 

「災害時区民行

動マニュアル」

（マップ版）多言

語版の配布 

災害対策課 

多言語で作成した、防災情報を含ん

だ世田谷区地図及び地震対策につ

いてのマニュアルを、各窓口にて配

布する。 

前年度に引き続き各窓口での配布対応

を行っている。なお、各窓口での配布

について不足等はなく、増刷等の対応

は行っていない。 
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【実績管理】 

 2019 年度 2020 年度（見込み） 2021 年度（見込み） 

外国人向け防災教室 

実施回数 
7 回 2 回（7 回） （7 回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実績に対する評価 今後の取組み 備考 

日本で暮らす外国人に対し、災害の基礎知識や

備えについての学習機会を提供することができ

た。 

今後も外国人向けの学校や国際課と連携のも

と、防災教室の周知を積極的に行っていく。 
 

実績なしのため、評価なし。 

新型コロナの影響を考慮しつつ、留学生施設や

日本語教室に対して防災教室の周知を積極的

に行っていく。 

 

外国人避難者への配慮に関する対応策を反映出

来なかったため、改善を図る必要がある。 

避難所運営マニュアルの修正にあわせて、避難

所で活用する掲示物の表記をやさしい日本語

等に変更するなど、引き続き、外国人避難者に

配慮した対応を検討する。 

 

各窓口で配布することで、外国人に対して、防

災情報を含んだ世田谷区地図及び地震対策につ

いてのマニュアル情報の提供ができた。 

引き続き各窓口への配布対応、不足がでないよ

う、適切な増刷を行っていき、必要な区民に情

報が伝わるよう努める。 
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  項目 所管課 内容 実績・数値等 

45 
☆広域避難場所

標識の多言語化 
災害対策課 

広域避難場所標識の多言語化を進

める。 

多言語対応が出来ていない標識につい

て、対応を検討した。 

46 
「外国人支援担

当」非常配備態勢

の指定 

災害対策課、国

際課 

外国人に適切な支援が行われるよ

うに、各総合支所に国際化推進事業

協力員を配置し、外国人災害情報セ

ンターや、外国人災害時情報窓口を

設置するなど、必要な支援を行う。 

外国人支援担当として非常配備態勢時

の職員を 23 人指定。 
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実績に対する評価 今後の取組み 備考 

多言語対応の具体的な取組みまで、検討するこ

とが出来なかった。広域避難場所の標識につい

ては、都が作成しているため、今後、都とも調

整をしたうえで、具体的な対応を検討していく

必要がある。 

多言語対応が出来ていない標識について、引き

続き、対応を検討していく。 

また、令和 4(2022)年度において、広域避難場

所指定見直しを予定しているため、新規で設置

される案内標識については、避難場所の表記を

多言語対応（英語、中国語、ハングル）に出来

るよう、事前調整を進める。 

 

非常配備態勢時に各支所に設置される外国人災

害時情報センター及びエフエム世田谷に適切に

職員を配置した。また、国際課職員は全員が外

国人支援担当となるよう災害対策課と調整し

た。 

引き続き関係所管とも調整し、より具体的な運

用の検討や職員向けのマニュアル整備など、実

効性のある体制づくりを行っていく。 
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基本方針 2：誰もが安心して暮らせるまちの実現  

 
  

(5)ICT を活用した環境整備  
 情報ツールの発達と普及を踏まえ、外国人も容易に情報にアクセスできる有効な手段として ICT 等を幅広

く活用し、情報が取得しやすい環境を整えます。 

 

【施策に対する評価と課題】 
 区ホームページ内の外国人向けページについて、「やさしい日本語」を様々なページで活用し、分かりやす

い情報発信に努めた。 

 また、テレビ通訳のできる通訳アプリケーションの導入準備を進め、令和 3年度からくみん窓口や外国人相

談窓口で活用するための調整を行った。 

 

  項目 所管課 内容 実績・数値等 

47 

デジタルブック

（カタログポケ

ット）による情報

発信 

広報広聴課 

区のおしらせ「せたがや」を多言語

対応の無料アプリケーション「カタ

ログポケット」により配信する。 

外国語の自動翻訳による閲覧数 403 件                      

※対応は 10 言語（日本語、英語、中国

語（簡体字・繁体字）、韓国語、タイ

語、ポルトガル語、スペイン語、イン

ドネシア語、ベトナム語） 

48 

ホームページの

多言語表示及び

自動翻訳サービ

スの運営 

広報広聴課 

区のホームページを多言語に自動

で翻訳できるサービスを運営する

とともに、自動翻訳の精度向上に取

組む。 

自動翻訳による閲覧数は 119,304 件。 

※対応は英語、中国語（簡体字）、ハン

グルの 3 言語 

閲覧数上位のページや外国人の暮らし

に必需のページを中心に 52 ページ分

の訳質チェックを行い、自動翻訳の精

度向上を図った。 

49 
☆外国人向けペ

ージの充実 

関係各課、国際

課 

区のホームページのリニューアル

に合わせて、関係各課で作成した多

言語冊子やチラシ等を一覧に掲載

する外国人向けページの充実を図

る。 

・新型コロナや、特別定額給付金に関

する情報等について、やさしい日本語

での発信を積極的に行った。 

・外国人向けページ閲覧者数（月平

均）：1,897.5 件 

50 

外国人向け SNS

「 Pick up 

Setagaya」による

情報発信 

国際課 

留学生や大学生による、区内のおす

すめスポットの取材等を通して、世

田谷での滞在や生活の魅力を記事

にし、SNS にて発信する。 

IT を使った外国人への情報提供につ

いて大学生が研究した成果を、せたが

や国際交流センターにて展示した。 
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【実績管理】 

 2019 年度 2020 年度（見込み） 2021 年度（見込み） 

外国人向けページ 

閲覧者数（月平均） 
1,485 件 1,897.5 件（1,600 件） （1900 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実績に対する評価 今後の取組み 備考 

1 号あたりの外国語閲覧数平均は、 平成 30 年

度 5.9 件（199 件/33 回）、 令和元年度 6.6 件

(299 件/45 回）、令和 2 年度 9.6 件(403 件/42

回）と増加傾向にある。                         

引き続き、継続して配信する。  

自動翻訳による閲覧数は 

平成 29 年度 16,381 件 

平成 30 年度 17,940 件 

令和元年度 66,962 件 

令和 2 年度 119,304 件 

と推移しており、増加傾向にある。 

引き続き、自動翻訳サービスの提供、訳質チェ

ックを継続して実施する。 
 

掲載している情報を定期的にチェックし、積極

的にやさしい日本語での発信を行うことで、外

国人が最新の情報を得られるよう工夫をした。 

月平均のページ閲覧者数については、昨年度に

比べ 400 件程度増加しており、やさしい日本語

での発信の効果が表れている。 

今後も、ワクチン接種等、ニーズの高い情報の

ページのやさしい日本語化を進めるともに、外

国人にとって分かりやすいホームページとな

るよう更新を行う。 

外国人向けホー

ムページの管理

については、国際

課が担当 

せたがや国際交流センターに来館した方に展示

パネルを見ていただくとともに、展示の様子を

SNS で発信することで、より広く情報発信を行

うことができた。 

留学生や大学生が主体的に情報発信する手法

を継続しつつ、より有効な発信方法を検討す

る。 

※令和 2(2020)年

度より、（公財）

せたがや文化財

団国際事業部が

事業を運営。 
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  項目 所管課 内容 実績・数値等 

51 
タブレット端末

等の活用促進 

国際課、都市デ

ザイン課 

各窓口でのタブレットや自動翻訳

機器の活用の促進を図る。 

各総合支所くみん窓口のタブレット、

外国人相談窓口・国際課に設置予定の

タブレットに、テレビ通訳ができる通

訳アプリケーションを導入するための

準備を行った。 

52 

まち歩きアプリ

「世田谷ぷらっ

と」による情報発

信 

産業連携交流

推進課 

Google 翻訳機能（英語・中国語・ハ

ングル・スペイン語・フランス語・

ポルトガル語）が付属されたスマー

トフォン用アプリ「世田谷ぷらっ

と」により、観光情報を発信する。 

Google 翻訳機能を活用し、世田谷の見

どころ、散策コース、世田谷みやげ等

の観光情報を多言語で紹介した。 

53 

観光情報サイト

「エンジョイ！

SETAGAYA」による

情報発信 

産業連携交流

推進課 

区内のおすすめ「まち歩きコース」

の紹介をはじめ、「イベント情報」、

「観光スポット」、季節感やトレン

ドを反映した「特集記事」など、様々

な角度から世田谷の魅力を多言語

（英語、中国語、ハングル）で発信

する。 

区内のおすすめスポット等、世田谷の

魅力を多言語で発信した。 

 

閲覧数（PV 数）：599,000 ページ 

54 
☆公衆無線LAN環

境の整備拡充 

政策企画課、

ICT 推進課、災

害対策課、市民

活動・生涯現役

推進課、オリン

ピック・パラリ

ンピック担当

課、産業連携交

流推進課 

現在、区内の一部で利用が可能な、

公衆無線 LAN サービス「SETAGAYA 

free Wi-Fi」のアクセスポイント

を拡充する。 

・総合支所 計 4AP 

（玉川総合支所 4AP） 

・まちづくりセンター 計 2AP 

（若林 1AP、奥沢 1AP） 

55 
★世田谷デジタ

ルミュージアム

による情報発信 

生涯学習・地域

学校連携課 

区の歴史文化に関するウェブサイ

ト「世田谷デジタルミュージアム」

を通じた情報発信を推進する。区内

の文化財や郷土資料館の収蔵資料

などの紹介、区内のまち歩きの際に

地域の文化財の案内など、ICT 技術

を活用するとともに、多言語化した

コンテンツを設け 、外国人向けに

世田谷の歴史や文化、身近な文化財

についての魅力を伝える。 

 

・当該サイトに関する多言語版（英中

ハン）のちらしを制作し、関係各所に

配布した。 

・文化財や歴史に関する動画を制作し

た。一部の動画には、日本語・英語字

幕を挿入し、外国語対応を図った。 

・ デ ジ タ ル ミ ュ ー ジ ア ム 閲 覧 数

124,593 件 
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実績に対する評価 今後の取組み 備考 

関係所管と調整を重ね、令和 3(2021)年度から

の通訳アプリケーション運用に向け、適切な準

備をすることができた。 

通訳アプリケーションの実績を確認・分析し、

導入の効果を検証していく。 

今後導入を検討している所管については、関係

所管と協議を行う。また、先行して導入してい

る他の自治体等への調査・研究を行う。 

 

区の魅力に関する情報を多言語で PR すること

ができた。 

新型コロナの状況を考慮しつつ、引き続き、多

言語で観光情報等を発信していく。 
 

区の魅力に関する情報を多言語で PR すること

ができた。 

新型コロナの状況を考慮しつつ、引き続き、世

田谷の魅力を多言語で発信していく。 
 

当初計画通りに整備することができた。また、

オリンピック開催前に、観光、生活・文化拠点

に予定していた整備を完了することができた。 

SETAGAYA Free Wi-Fi 整備計画の計画期間は終

了したものの、引き続き都補助も延長されるこ

ととなったため、令和 3(2021)年度においても、

庁舎等の建て替えなどで積み残している分に

ついて整備を行っていく。 

情報政策課→ICT

推進課に名称変

更 

外国人を含む多くの方に対し、区の歴史文化を

多言語で情報提供することができた。 

引き続き、区の歴史や文化について多言語によ

る情報を発信していく。 
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基本方針 3：多文化共生の意識づくり及び偏見・差別の解消 

 

(1)多様な文化を受け入れる意識の醸成【重点】 
 多様な文化を理解し合える交流イベント等を開催し、区民一人ひとりが互いの文化について相互理解を深

め、人権を尊重し合いながら共に暮らしていける多文化共生の意識づくりを推進します。 

 

【施策に対する評価と課題】 
新型コロナの影響により一部イベントの中止や開催方法の見直しを実施したものの、多様な文化を理解し

合える交流イベント等を開催できた。せたがや国際メッセでは、やさしい日本語と国境なき医師団に関する

講演会を行い、多文化共生の意識啓発につながった。今後も様々な機会を捉え、意識醸成に努めていく。 

 

①イベント 

  項目 所管課 内容 実績・数値等 

56 
キネコ国際映画

祭の実施 

文化・芸術振興

課 

「キネコ国際映画祭」とは「キネマ

（映画）」と「黒猫」をかけた“キ

ネコ”をイメージキャラクターと

し、民間と共催で行う国際的な映画

祭であり、子どもたちが「映画」を

通じて世界の芸術や文化に触れ、

「個性」「感性」「国際性」「道徳」

等を学ぶことにより、「夢」や「希

望」を育んでいく心を醸成する。 

新型コロナ拡大防止のため事業を中止

した。 

57 
トライアングル

フェスタの実施 

烏山総合支所

地域振興課、児

童課 

上智大学祖師谷国際交流会館と連

携して、烏山地域でのお祭りを実施

し、地域の絆と国際交流を深める。 

トライアングルフェスタ自体は中止と

なったが、フィールドフェスティバル・

ぱるランド・上智大学祖師谷文化祭の

3 つのステージ発表を各団体が事前撮

りしたものを YouTube で紹介した。 

参加団体 7 団体 約 100 人 

58 
三茶 de 大道芸の

実施 

文化・芸術振興

課 

国内外約 50 のグループ等による大

道芸を実施し、外国人及び区内外か

ら集う人々との交流を通じ、ふれあ

いの輪を広げる。 

新型コロナ拡大防止のため、屋外での

大道芸上演は中止し、劇場において人

数を絞って開催し、人々の交流の機会

を提供した。 

・外国語版（英・中・ハングル）の概要

パンフレットを作成、100 部配布した。 

来場者：約 3,000 人 

59 
せたがや国際メ

ッセの実施 
国際課 

区内大使館や大学、国際交流団体と

連携し、ブース出展やステージイベ

ント、体験コーナー等を実施すると

ともに、チラシ・パンフレットにル

ビを振るなど、誰もが気軽に多様な

文化に触れられる機会を作る。 

やさしい日本語と国境なき医師団に関

する講演会を（公財）せたがや文化財

団国際事業部との共催で実施した。ま

た、国際交流団体を紹介する動画の上

映、パネル展示等も行った。 

来場者：143 人 

60 
国際交流ラウン

ジの実施 
国際課 

区内大学に通う留学生が、各テーマ

に対する母国と日本との比較をプ

レゼンテーションし、そのテーマに

ついて留学生を交えた参加者間で

シェアすることで、異文化理解を促

進する。 

新型コロナ拡大防止の 

ため事業を中止した。 

61 
English Table の

実施 
国際課 

区内大学に通う留学生と、各テーマ

に対して英語でコミュニケーショ

ンするとともに、参加者間での交流

を深める。 

新型コロナに伴う事務事業見直しに 

より、事業を中止した。 
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【実績管理】 

 2019 年度 2020 年度（見込み） 2021 年度（見込み） 

区民向け多文化共生講座

来場者数 
164 人 231 人（80 人） 

（新型コロナの状況によ

り変動するため、測定不

可） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実績に対する評価 今後の取組み 備考 

実績なしのため、評価なし。 

令和 3(2021)年度は、新型コロナ拡大防止を徹

底したうえでの映画祭開催に向け検討を進め

る。 

 

オンラインステージ配信ができたことで発表の

場の確保や地域の楽しみにしていた方に応える

ことができた。オンラインで留学生たちの母国

バーチャルツアーや料理も紹介され好評であっ

た。 

引き続き、上智大学祖師谷国際交流会館と協力

して、イベントにとらわれず連携事業を開催す

る。 

再掲 

(基本方針 1(1)) 

屋外での大道芸上演は中止し、劇場において人

数を絞って開催した。コロナ禍において、感染

防止を行ったうえで地域の多文化共生の推進と

賑わいづくりに貢献した。 

令和 3(2021)年度は、新型コロナ拡大防止を徹

底したうえでの開催に向け検討を進める。 

再掲 

(基本方針 1(1)) 

感染防止を徹底しながらの開催であったため、

来場者数は減少したものの、やさしい日本語を

はじめとした多文化共生・国際協力について、

啓発を行うことができた。 

令和 3(2021)年度も、（公財）せたがや文化財

団国際事業部との共催を予定している。開催形

式については、新型コロナの影響を踏まえ、引

き続き検討する。 

再掲 

(基本方針 1(1)) 

未実施のため評価なし。 
学生、社会人など、より幅広い層が「やさしい

日本語」で交流できる場を提供していく。 

再掲 

(基本方針 1(1)) 

未実施のため評価なし。 
令和 3(2021)年度も、新型コロナ拡大防止のた

め事業を中止する。 

再掲 

(基本方針 1(1)) 
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  項目 所管課 内容 実績・数値等 

62 
せたがやの魅力

再発見ツアーの

実施 

国際課、産業連

携交流推進課 

日本人と外国人が共に世田谷の魅

力を感じることのできるまち歩き

ツアーを実施するとともに、多文化

料理食べ歩きマップなど多文化を

新たな魅力として情報発信を推進

する。 

新型コロナ拡大防止のため事業を中止

した。 

63 
人権啓発イベン

トの実施  

人権・男女共同

参画担当課 

人権に対する正しい知識の普及啓

発を図るため、区民・事業者ととも

に人権啓発イベントを実施する。 

北沢タウンホールにて講演と映画のつ

どいを実施した。（外部講師による、

「犯罪被害」をテーマに講演及び映画

「ルーム」の上映会を行った。 

 

来場者数：130 人（一般：46 人 

研修生：70 人 担当：14 人） 

64 
アメリカ選手団

と区民との交流

事業の実施 

オリンピック・

パラリンピッ

ク担当課 

東京 2020 大会期間中に大蔵運動場

等でキャンプを実施するアメリカ

選手団と区民の交流事業などを展

開するとともに、アメリカ選手が大

会で活躍できるように応援する。 

・米国選手とのレター交流（8 人） 

・世田谷２４６オンラインハーフマラ

ソンオープニング用ビデオレター（米

国選手 3 人） 

・メッセージでつなぐ「新年のつどい」

ビデオレター（USOPC スタッフ 12 人） 

65 
ホストタウン交

流イベントの実

施 

交流推進担当

課 

アメリカの文化・芸術・教育等を軸

としたイベントを開催し、区がアメ

リカ合衆国のホストタウンである

ことを PR する。また、東京 2020 大

会において、区民がアメリカ選手を

応援する気運を醸成する。 

米国ホストタウン オンラインシンポ

ジウム 

参加・協力：区立小中学校 74 校、私立

小学校 2 校、世田谷区民合唱団 

英語スピーチ参加：区立中学生 1 人 

66 

★ 「 Touch the 

World」多文化体

験コーナーの運

営（再掲） 

教育指導課 

子どもたちが体験的に楽しく外国

語を学ぶとともに、外国人を含めた

様々な区民が気軽に立ち寄り、多様

な文化に触れ、交流することができ

る「Touch the World」多文化体験

コーナーを運営することで、子ども

たちの外国語や異文化への関心を

高め、国際理解を推進する。 

イベント来場者数：972 人 
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実績に対する評価 今後の取組み 備考 

実績なしのため、評価なし。 

学生、社会人など、より幅広い層が交流しなが

ら街の魅力を発見できる「まち歩きツアー」を

実施していく。 

※令和 2 年度よ

り、（公財）せた

がや文化財団国

際事業部に事業

を移管。 

アンケートでは、現代における SNS を通じた、

人権侵害や犯罪等に注目する回答が多くみられ

た。受講者の約 90％が「人権に対する関心や理

解が深まった」と回答しており、人権啓発に適

した事業であると考える。 

令和 3(2021)年度も継続して講演と映画のつど

いを実施予定。 
 

新型コロナにより、アメリカ選手等が来日して

交流することができなくなった中で、動画やレ

ターなどを通じて、できる限りの交流事業を行

った。新しい交流事業の形として、一つの方法

を提示することができた。 

新型コロナの状況を踏まえ、実施可能な事業形

態をアメリカオリンピック・パラリンピック委

員会と検討中。 

 

新型コロナによりイベント実施が困難な状況に

おいて、内閣官房や米国大使館、アメリカ合衆

国を相手方とするホストタウン自治体等と連携

し、オンラインを活用して区民と米国アスリー

ト等との交流や情報発信、アメリカ合衆国を応

援する気運の醸成を行うことができた。 

内閣官房やアメリカ合衆国大使館、アメリカ合

衆国を相手方とするホストタウン自治体等と

連携し、オンラインを活用した情報発信や交流

事業を実施することで、アメリカ選手を応援す

る気運を醸成するとともに、ホストタウンの周

知により、多文化共生社会の浸透に努める。 

 

新型コロナ拡大防止を行いながらの開催のた

め、人数制限し実施した。 

運営方法の見直し等を検討した結果、令和

3(2021)年度は「Touch the World」多文化体験

コーナーを休止する。 

関連 

(基本方針 1(1)) 

(基本方針 3(2)) 
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②ボランティア 

  項目 所管課 内容 実績・数値等 

67 

★オリンピック・

パラリンピック

開催に向けた世

田谷区ボランテ

ィア事業の実施 

市民活動・生涯

現役推進課、国

際課、オリンピ

ック・パラリン

ピック担当課 

国内外から区を訪れる方々へのお

もてなしを充実させるとともに、大

会後は経験を活かし、地域のボラン

ティアとして活躍できるよう区の

独自ボランティア事業を実施する。 

登録者数 659 人（令和 3(2021)年 3 月

末現在） 

必修研修（11 回）、希望制研修「障害

理解促進研修（3 回）」 

68 

☆世田谷区ホー

ムステイボラン

ティア家庭登録

制度への登録促

進  

国際課 

ホームステイを通じ様々な文化に

触れることで、多文化共生の意識が

醸成されるよう、ホームステイボラ

ンティアへの登録を促進する。 

新規登録家庭数：3 家庭 

利用実績：0 家庭  

総登録家庭数：50 家庭（令和 3 年 3 月

31 日現在） 

69 
★観光ボランテ

ィアガイド事業

の実施 

産業連携交流

推進課 

多くの観光客に世田谷の魅力を伝

えるため、観光ボランティアガイド

を育成し、観光案内業務を実施す

る。 

令和元年度に外国人観光客受入れのた

めの観光ボランティアガイド育成研修

を実施したが、コロナ禍のため、参加

者の募集は行わなかった。 
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実績に対する評価 今後の取組み 備考 

東京 2020 大会での活動に向けた準備として、研

修や通知等を通じて、大会当日の活動への理解

促進を図った。 

馬事公苑周辺駅で多言語による観光案内や交

通案内などを行い、区ボランティアのおもてな

しによって、区のまちなか観光に取り組む。東

京 2020 大会のレガシーとして、共生社会の実

現に向けた地域でのボランティア活動につな

げる。 

 

新型コロナの影響により、姉妹都市等との直接

交流が中止となったため、利用については実績

なし。 

新型コロナ収束後におけるホームステイ受入

れの再開を見据え、引き続きボランティアの募

集を継続する。 

また、区ホームページ等を活用したホームステ

イの魅力発信についても検討する。 

 

実績なしのため、評価なし。 
今後の新型コロナの状況を踏まえながら、外国

人観光客の募集を開始する。 
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③研修・講座等 

  項目 所管課 内容 実績・数値等 

70 
☆区民向け多文

化共生講座の実

施 

関係各課、国際

課 

様々な区民向け講座の機会を捉え、

多文化共生意識の醸成に努める。 

国際メッセとして、成城ホールにて、

やさしい日本語と国境なき医師団に関

する講演会を（公財）せたがや文化財

団国際事業部との共催で実施した。 

来場者：143 人 

71 
せたがや多文化

ボランティア講

座の実施 

国際課 

外国人と関わる活動を考えている

方を対象に、外国人との相互理解の

ために多文化共生について学ぶこ

とができる講座を実施する。 

新型コロナ拡大防止のため 4 月～9 月

に予定していた講座を中止した。 

10 月～11 月の間に 4 回の講座を実施

した。 

参加人数 合計 88 人 

72 
★外国人おもて

なしセミナーの

実施 

産業連携交流

推進課 

外国人観光客の受入環境整備を目

的として、外国人の食文化・マナー・

習慣・会計などへの理解促進を図る

ためのセミナーを、区内商店街向け

に実施する。 

コロナ禍のため、積極的な取組みは行

わなかった。 

73 
★キャッシュレ

ス推進に向けた

セミナーの開催 

産業連携交流

推進課 

外国人観光客の間でニーズの高い

クレジットカード決済をはじめ、電

子マネーや QR コード決済など、近

年増加する現金以外の様々な決済

手段に対応するため、区内事業所に

おけるキャッシュレスの導入促進

に向けたセミナーを開催し、外国人

観光客の受入環境整備や区内消費

の喚起につなげる。 

コロナ禍のため、積極的な取組みは行

わなかった。 
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実績に対する評価 今後の取組み 備考 

感染防止を徹底しながらの開催であったため、

来場者数は減少したものの、やさしい日本語を

はじめとした多文化共生・国際協力について、

啓発を行うことができた。 

引き続き、区民向けに多文化共生講座の機会を

提供する。 
 

多文化共生の基礎知識、在住外国人の体験談、

海外で活動していた団体の話、やさしい日本語

の話など、幅広いテーマで講座を行うことがで

きた。 

より多くの人に多文化共生、国際交流について

考えてもらえるよう、様々なテーマの講座を、

数多く実施していく。 

※令和 2 年度よ

り、（公財）せた

がや文化財団国

際事業部に事業

を移管。 

実績なしのため、評価なし。 

引き続き「外国人接客マニュアル」は、商店街

等の区内事業者や飲食店、小売店等で活用する

が、新型コロナの動向を踏まえ、外国人のおも

てなしの方法を検討していく。 

 

実績なしのため、評価なし。 

新型コロナ後の外国人観光客の動向やキャッ

シュレスを取り巻く社会情勢を踏まえながら、

外国人観光客の決済手段の利便性の向上や受

入環境の整備を検討していく。 
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  項目 所管課 内容 実績・数値等 

74 
外国人向け接客

ツールの利用啓

発 

産業連携交流

推進課 

外国人が安心して店舗等を利用で

きるよう、区内商店街等に外国人接

客マニュアルや指差しメニュー等

の接客ツールの利用を啓発する。 

コロナ禍のため、積極的な取組みは行

わなかった。 

75 
職員自主研修の

支援 
研修担当課 

語学講座等の自己研鑽の機会を提

供する。 

職員の自己研鑽の機会として、法人格

を有する教育機関が実施する講座を受

講する際の費用助成を行った。  

語学講座数：10 講座  受講者：14 人 

76 
職員向け人権研

修の実施 

研修担当課、人

権・男女共同参

画担当課 

職員の人権意識の啓発を図るため、

人権研修を実施する。 

採用１年目、技能１年目職員対象人権

研修：231 人 

常勤職員対象人権、同和問題：94 人 

会計年度任用職員対象人権研修：779

人 
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実績に対する評価 今後の取組み 備考 

実績なしのため、評価なし。 

引き続き「外国人接客マニュアル」は、商店街

等の区内事業者や飲食店、小売店等で活用する

が、新型コロナの動向を踏まえ、外国人のおも

てなしの方法を検討していく。 

 

再募集や助成案内の配架等による PR を実施し

た。 

引き続き自己研鑽の機会を提供する。ただし、

令和 3(2021)年度は助成は実施しない。 
 

人権について正しい知識を習得させ、地方公務

員としてより高い人権意識を持たせる機会を設

けることができた。 

採用後も定期的に研修を実施して、職員が人権

意識について確認する機会を継続的に設ける。 
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基本方針 3：多文化共生の意識づくり及び偏見・差別の解消 

 

(2)学校教育における多文化共生に関わる国際理解教育の推進 
 幼少期から外国語に親しむ機会を増やすとともに、多文化共生についての意識を醸成するため、児童・生

徒を対象として、外国語教育の充実など、国際理解教育を推進します。 

 

【施策に対する評価と課題】 
海外姉妹都市等への派遣事業は、新型コロナの影響により全て休止となった。感染状況を踏まえながら、交

流再開に向け、関係都市と調整を進めていく。 

 

  項目 所管課 内容 実績・数値等 

77 
☆海外派遣等を

通じた国際交流

事業の拡充 

国際課、教育指

導課 

現地の日常生活を体験し、異文化へ

の理解を深めることを目的とした

海外派遣事業について、これまでの

姉妹都市に加え、新たな都市との交

流をめざす。 

新型コロナの影響により、海外姉妹都

市等への派遣事業はすべて中止となっ

た。 

78 
国際理解教育の

充実 
教育指導課 

様々な国や地域の人々との交流や

多文化に触れる機会を拡充するな

ど、国際化の進展に対応し、児童・

生徒の国際理解を深め、世界の人々

と共に生きていくことのできる資

質・能力の基礎の育成を図る。 

イベント来場者数：972 人（No.66 再掲） 

79 
小学校「外国語」

への対応 
教育指導課 

学習指導要領の改訂に伴う小学校

高学年における外国語活動の教科

化及び中学年への外国語活動の導

入に対する適切な対応を図る。 

小学校 61 校にて実施した。 

80 
多様な手法によ

る英語教育の充

実 

教育指導課 

急速に進展する国際化を踏まえ、児

童・生徒が英語に親しみながら、多

様な手法により英語による実践的

なコミュニケーション能力の育成

を図る。 

小中学校で随時実施するとともに、中

学校 29 校では、実践的なコミュニケー

ション力の育成のために、外国語授業

以外に ALT を配置した。 

81 

★ 「 Touch the 

World」多文化体

験コーナーの運

営（再掲） 

教育指導課 

子どもたちが体験的に楽しく外国

語を学ぶとともに、外国人を含めた

様々な区民が気軽に立ち寄り、多様

な文化に触れ、交流することができ

る「Touch the World」多文化体験

コーナーを運営することで、子ども

たちの外国語や異文化への関心を

高め、国際理解を推進する。 

・移動教室（区立小学校 4 年生対象） 

参加者数：6,180 人 

82 
★多文化共生事

例の紹介 

国際課、教育指

導課 

区立の小中学校で実施している国

際理解教育の具体的な参考事例を、

ホームページで紹介し、多文化共生

の意識の醸成を図る。 

小・中学校 90 校で実施した。 
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【実績管理】 

 2019 年度 2020 年度（見込み） 2021 年度（見込み） 

国際交流事業に伴う 

派遣・受入生徒数 
77 人 休止（休止） （休止） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実績に対する評価 今後の取組み 備考 

新型コロナの影響により、海外姉妹都市等への

派遣事業はすべて休止となったが、オンライン

等での交流手法について検討を進めた。 

実際に海外に訪れなくても異文化理解を深め

ることができるような事業手法（オンラインに

よる交流等）を引き続き検討する。 

 

新型コロナ拡大防止を行いながらの開催のた

め、人数制限をして実施した。 

運営方法の見直し等を検討した結果、令和

3(2021)年度は「Touch the World」多文化体験

コーナーを休止する。 

 

小学校 61 校にて教科化に対応し、スムーズな導

入が行えた。 

小学校教員への英語研修の実施や、小学校 ALT・

英語活動支援員との連携など、教員の英語指導

力の向上、授業運営の改善など、更なる定着に

努めていく。 

 

各校で意欲的な活動が行われるとともに、新規

ALT のスムーズな導入、活用が行われた。 

中学校 ALT では、令和 2 年度の実施を踏まえ、

休み時間や給食指導の時間に配置し、よりイン

タラクティヴなコミュニケーションの機会を

増やすなど、更に効果的な活用方法を提案して

いく。 

 

新型コロナ拡大防止のため、多文化体験コーナ

ー（教育センター）での実施を取りやめ、9 月よ

り各小学校体育館にて実施した。 

令和 3(2021)年度より、各小学校にて英語体験

移動教室を実施する。 

関連 

(基本方針 1(1)) 

(基本方針 3(1)) 

多文化共生事例の紹介を通し、児童・生徒の意

識啓発に繋げた。 
引き続き、取り組んでいく。  
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基本方針 3：多文化共生の意識づくり及び偏見・差別の解消 

 

(3)多文化共生・国際交流活動団体の支援 
 多文化共生・国際交流活動団体の活動を活性化させるとともに、多くの人に広く知ってもらい、地域社会

の協力を得ることができるように、団体の認知度向上を図ります。 

 

【施策に対する評価と課題】 
 新型コロナの影響により、国際平和交流基金助成事業は中止としたが、せたがや国際交流センターと連携

し、国際交流活動団体の活動の場や機会の創出に努めた。今後も、団体の認知度向上やネットワーク化に取

り組んでいく。 

 

 

  項目 所管課 内容 実績・数値等 

83 
国際平和交流基

金助成による団

体支援 

国際課 

国際平和交流基金を活用し、区民に

よる自主的な多文化共生・国際交流

活動団体を支援する。 

（１）国際交流活動助成 

新型コロナ拡大防止のため事業を中止した。 

（２）バンバリー市マラソン派遣助成 

新型コロナの影響により、バンバリー

市への選手派遣が困難となったため、

中止した。 

84 
せたがや国際活

動団体ガイドブ

ックの配布 

国際課 

区内で活動する国際交流活動団体

等の活動内容を区民に紹介し、周知

を図るとともに、外国人支援や国際

交流活動に興味のある区民と団体

をつなげる。 

ガイドブックを各出張所・まちづくり

センター・図書館等に配架するととも

に、ホームページに掲載し、国際交流

活動団体及び活動内容の PR を行った。 

 

 

基本方針 3：多文化共生の意識づくり及び偏見・差別の解消 

 

(4)不当な差別的取扱いへの対応 
 多文化共生施策に対する、区民または事業者からの苦情や意見の申し立て、相談等に対応します。 

 

【施策に対する評価と課題】 
 実績なしのため、評価なし。 

 

  項目 所管課 内容 実績・数値等 

85 

男女共同参画・多

文化共生施策に

対する苦情や意

見の申立て、相談

等への対応 

国際課、人権・

男女共同参画

担当課 

男女共同参画・多文化共生苦情処理

委員会において、多文化共生施策に

対する区民または事業者からの苦

情や意見の申立て、相談等に対応す

る。 

多文化共生施策に関する相談実績な

し。 
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【実績管理】 

 2019 年度 2020 年度（見込み） 2021 年度（見込み） 

国際平和交流基金助成事業 

助成団体数 
7 団体 中止（中止） （3 団体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実績に対する評価 今後の取組み 備考 

実績なしのため、評価なし。 

（１）有用な助成金の執行につながるよう、国

際平和交流基金助成要綱の見直し・改正を実施

し、令和 3(2021)年度の実施に向け準備する。 

（２）新型コロナの影響により、引き続き選手

派遣が困難なため中止する。 

 

団体を紹介してほしいとの問い合わせが区民か

らあった際、本ガイドブックを用いて案内し、

団体の周知につなげた。 

令和 3(2021)年度も継続して配布する。掲載団

体の追加・修正について引き続き検討を行う。 
 

 

 

 

 

 

 

実績に対する評価 今後の取組み 備考 

実績なしのため、評価なし。 
苦情や意見の申し立て、相談等に対して適切に

対応していく。 
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庁内における多言語冊子、チラシ等一覧 

 出版物名 使用言語 内容 担当部署名 

1 
特別区民税･都民税納税

通知書について 
英語 

特別区民税･都民税納税通知書に同封する

説明書、及び納税通知書の裏面に記載さ

れた項目の英語版。希望者に窓口または

郵送で配布。 

財務部 

課税課 

2 東京 23 区の住民税 
英語、中国語 

ハングル、日本語 

東京 23 区の住民税のしくみをわかりやす

く説明。 

※発行：特別区税務課長会 

財務部 

課税課 

3 
歴史とアートに親しむ 

せたがや文化マップ 

英語、ハングル、中

国語（簡体字）、日

本語 

区内にある文化遺産や現代アートをとり

あげた 14 のコースを紹介する冊子。 

生活文化政策部 

文化・芸術振興

課 

4 
世田谷区全図/災害時区

民行動マ二ュアル 

英語、中国語、ハン

グル 

防災情報を含んだ世田谷区全図及び地震

対策についての情報提供。 

危機管理部 

災害対策課 

生活文化政策部 

国際課 

5 
ライフ・イン・セタガ

ヤ 

英語、中国語、ハン

グル 

防災・保健・医療・教育・税金・子育て

等の諸手続きをわかりやすく説明。 

生活文化政策部 

国際課 

6 世田谷区のあらまし 英語 
世田谷区のみどころと区政の概略等を写

真やグラフを使用して紹介。 

生活文化政策部 

国際課 

7 
これって DV…？ひとり

で悩んでいませんか 

英語、中国語、ハン

グル 

DV（ドメスティック・バイオレンス）及

びＤＶ防止について説明したハンドブッ

ク。相談窓口の掲載あり。 

生活文化政策部 

人権・男女共同 

参画担当課 

8 
資源とごみの分け方・

出し方 

英語、中国語、ハン

グル 

資源とごみの分け方・出し方を説明した

リーフレット。 

清掃・リサイク

ル部 

事業課 

9 国民健康保険のてびき 
英語、ハングル、中

国語、日本語 

外国人向け国民健康保険制度の案内、事

業趣旨の普及。 

保健福祉政策部 

国保・年金課 

10 
国民健康保険のてびき

（簡易版） 

ベトナム語、ネパー

ル語、英語、ハング

ル、中国語、日本語 

外国人向け国民健康保険制度の案内（簡

易版）、事業趣旨の普及。 

保健福祉政策部 

国保・年金課 

11 
国民年金加入手続きを

された方へ 

英語、ハングル、中

国語 

国民年金の加入手続きをされた方に対す

る案内。 

保健福祉政策部 

国保・年金課 

12 日本の国民年金制度 
英語、ハングル、中

国語 

外国人向け国民年金制度の案内。※発

行：日本年金機構 

保健福祉政策部 

国保・年金課 

13 

学童クラブ 

（新 BOP 学童クラブ児

童募集案内） 

英語 

新 BOP 学童クラブの役割・制度、新 BOP

学童クラブと BOP の違い、入会申請書記

入例等。 

子ども・若者部 

児童課 

 



60 

 

  

14 ひととき保育 英語 
ひととき保育利用の外国人保護者向けに

利用案内、こどものケアカード。 

子ども・若者部 

子ども家庭課 

15 鎌田児童館案内 英語 
地域に住んでいる外国人向けに英語での

児童館紹介。 

子ども・若者部 

児童課 

鎌田児童館 

16 弦巻児童館案内 英語 
地域に住んでいる外国人向けに英語での

児童館紹介。 

子ども・若者部 

児童課 

弦巻児童館 

17 上北沢児童館 案内 英語 子育てひろばを中心とした児童館案内。 

子ども・若者部 

児童課          

上北沢児童館 

18 保育園のしおり 英語 
保育園の生活や保育園と家庭の役割等を

説明したパンフレット。 

保育部 

保育課 

19 保育のごあんない 英語 
保育園の入園手続きを説明したパンフレ

ット。 

保育部 

保育課 

20 
飼犬の登録と狂犬病予

防注射について 
英語 

犬の登録や予防注射などの狂犬病予防法

で定められている飼い犬の義務を説明す

るリーフレット。 

世田谷保健所 

生活保健課 

21 外国語版母子健康手帳 

英語、中国語、ハン

グル、タガログ語、

ベトナム語・スペイ

ン語、タイ語・ポル

トガル語・インドネ

シア語 

妊娠の届出をした在住外国人（日本語が

理解できない場合）に、通常の母子健康

手帳と共に外国語版を配布。 

※発行：(公財)母子衛生研究会 

世田谷保健所 

健康推進課 

22 
乳幼児健康診断及び定

期予防接種 
英語 

乳幼児健康診査および予防接種のご案

内、その他の健診の受診票およびご案

内。 

世田谷保健所 

健康推進課   

感染症対策課 

23 区立図書館利用案内 英語 区立図書館の利用方法等の案内冊子。 

教育委員会 

生涯学習部 

中央図書館 

24 Setagaya Guide Book 英語 
内容：世田谷区内の観光スポット等の紹

介冊子。 

（公財）世田谷区 

産業振興公社 

25 
同性パートナーシップ

宣誓について 
英語 同性パートナーシップ宣誓制度の案内。 

生活文化政策部 

人権・男女共同 

参画担当課 

26 ウォーキングマップ 英語、日本語 
区内 5 地域のウォーキングモデルコース

を掲載したマップ。 

世田谷保健所 

健康企画課 

27 

改正健康増進法・東京

都受動喫煙防止条例に

関するパンフレット 

英語、中国語（簡体

字・繁体字）、ハン

グル、日本語 

改正健康増進法・東京都受動喫煙防止条

例の紹介。 

世田谷保健所 

健康企画課 
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まとめ 

「男女共同参画・多文化共生推進審議会 多文化共生推進部会からの意見（令和元年度世田

谷区多文化共生プラン取組み状況報告書）」を踏まえて、取り組んだ内容 

 

■せたがや国際交流センターは、令和２（2020）年 4 月以降、様々な媒体を活用した情報提

供や、多文化共生や国際交流などの活動をしている団体の紹介、外国にルーツのある人や

交流の機会を求める区民からの相談に対する案内を行った。また、講座や情報交換会など

を通して多文化共生を学ぶ場を提供した。 

 

■窓口での英語・中国語以外の多言語対応能力を強化するため、総合支所のくみん窓口等に

設置されたタブレット端末への通訳アプリケーションの導入準備を進め、令和 3 年 4 月 1

日より 14 言語に対応できるよう調整した。 

 

■「日本語教育の推進に関する法律」を踏まえた日本語教育の拡充に向け、令和 2 年度に実

施した「世田谷区における外国人区民へのアンケート調査」の結果をもとに、令和 3 年度

以降の日本語教室のあり方を検討した。また、外国人との意見交換会は、「日本語支援」

をテーマとして実施し、地域日本語教室のボランティアの方にも参加してもらった。これ

により、ボランティアが外国人のニーズを今後の活動に活かすきっかけづくりができた。 

 

■新型コロナや特別定額給付金などに関する情報が外国人にわかりやすく伝わるよう、やさ

しい日本語を積極的に活用してホームページやチラシ等で発信を行った。外国人向けホー

ムページのアクセス数については、令和元(2019)年度に比べて月平均 400 件強増加してお

り、情報へのニーズの高さが伺えることから、今後もアクセス数を図りながら、くらしや

生活基盤に関する情報について積極的に発信していく。 

 

全体を通して 

 

■多文化共生施策が充実していると思う区民の割合について、策定時(31.5％)より○○○

○・・・、2021 年度末の目標値（80%）と比較すると○○○○・・・だった。 

 

■新型コロナの影響により、多くの事業が中止や開催方法の見直しを迫られたが、オンライ

ン化や対面で接触機会を減らした開催形式により、感染防止と事業の効果的な実施を実現

しているものもある。コロナ禍においても持続可能な事業形態について、引き続き検討し

ていく。 

 

■（公財）せたがや文化財団がこれまで取り組んできた区民の国際交流事業及び市民活動団

体支援事業の実績、ノウハウや人的ネットワークを活かしながら、区と（公財）せたがや

文化財団の両輪で多文化共生施策を推進していく。 
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男女共同参画・多文化共生推進審議会 多文化共生推進部会からの意見 

(令和 3 年(2021 年)7 月 28 日 部会開催) 
 

【基本方針１ 地域社会における活躍の推進】（ｐ.１７） 

・地域住民との相互理解を深めるためには、継続的な交流が必要である。新型コロナの影響

により、交流事業等の中止が多く見受けられるが、オンラインの活用等様々な工夫をしな

がら継続した実施を期待したい。 

・多文化共生社会の形成には、外国人の日本語習得や地域参加を進めることが重要。それら

を支援するため、地域におけるボランティアと外国人が関わる場を区としてどのように作

っていけるのか、具体的な検討が必要である。 

 

【基本方針２ 誰もが安心して暮らせるまちの実現】（ｐ.２３） 

・若い世代の外国人が多い世田谷区の特性を踏まえ、出産、育児、教育等、子育て世代に対

する生活基盤の充実を図る施策をさらに充実していく必要がある。 

・外国人住民にとって言葉の問題は大きい。引き続き、「やさしい日本語」も含めた情報の

多言語化を進め、外国人に分かりやすい情報発信に努めていくことが重要である。また、

庁内における多言語冊子、チラシ等一覧（P57～58）によると、英語のみに対応している

冊子、チラシが多いことが伺える。今後は、英語以外の言語にも対応していくことを望む。 

・日本語教育の推進に関する法律の施行も踏まえ、その支援にあたっては新たな展開を講じ

ていくべきである。これまで実施してきた区の日本語教室の充実に加え、地域で活動する

日本語支援ボランティア団体への支援や連携についても検討していく必要がある。 

・多文化共生には、自分のルーツを忘れないという意味も含まれる。将来的には、日本語支

援に加え、自分の母語あるいは継承語に触れる機会を創出できるような取組みにも期待す

る。 

・外国人住民の困りごとは、くらしや生活基盤に関することが多いと思われる。区の多文化

共生に関する情報に対し、外国人住民がどのくらいアクセスできているかということを測

っていくことが重要である。 

・外国人へのアンケートについて、在住年数等を絞ったり、対面で回答を依頼したりするな  

 ど、調査手法の工夫を行い調査の精度を高めていくことが必要である。 

 

【基本方針３ 多文化共生の意識づくり及び偏見・差別の解消】（ｐ.４５） 

・今般の新型コロナの影響により、外国人に対する新たな偏見・差別が見受けられる。不当

な差別的取扱いには適切に対応するとともに、引き続き、こうした差別を起こさせない多

文化共生の意識づくりに取り組む必要がある。 

・地域の中で外国人と関わりを持っている区民活動の事例は多くあると思われる。そうした

事例を収集し、広く区民に公開することで、多文化共生の意識づくりに繋げることが重要

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

調整中 
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世田谷区における外国人区民へのアンケート調査 
報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年１２月 
世田谷区 

 

 

 

＜参考＞ 
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１ 概要 

（１）調査目的 

  区内在住の外国人の標準的な生活状況ならびに、区に対しての満足度及びニーズを量的調査

により明らかにすることで、在住外国人の傾向の把握、外国人支援策の充実を図るための基礎

資料とするため、及び、「世田谷区多文化共生プラン」の数値目標として掲げている項目の進

捗状況を確認するため。 

（２）調査地域 

  世田谷区全域 

（３）調査対象・対象数 

   令和 2 年 10 月 1 日現在、世田谷区内に在住する 18 歳以上の外国籍区民 500 人 

（４）標本抽出方法 

   無作為抽出法（抽出フレーム：住民記録台帳マスター） 

（５）調査期間 

   令和 2 年 10 月 28 日（水）～11 月 11 日（水） 

（６）調査項目 

   回答者の属性、ことば、日常生活、行政サービス等全体で 25 問（枝番含む） 

 

２ 回収数・回収率 

 

 

 

 

 

 

全体 男性 女性 その他 性別記入なし
調査数 500 236 264 ― ―
有効回収数 92 38 53 0 1
回収率（％） 18.4 16.1 20.1 ― ―
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３ 調査結果 

３－１あなた（回答者）について 

（１）性別 

【Ｆ１．あなたの性別はどれですか（１つに○）。】 

 

 

 

 

 

 

（２）年齢 

【Ｆ２．あなたの年齢はどれですか（１つに○）。】  

 

 

 

 

 

 

 

 

1．男 38件
41.3%2．女 53件

57.6%

3．その他 0件
0.0% 4．答えたくない 1件

1.1%

性別（n=92）

1．18～19歳 0件
0.0%

2．20～29歳 18件
19.8%

3．30～39歳 25件
27.5%4．40～49歳 25件

27.5%

5．50～59歳 11件
12.1%

6．60～69歳 9件
9.9%

7．70～79歳 3件
3.3%

8．80歳以上 0件
0.0%

年齢（n=91）
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（３）国籍・地域 

【Ｆ３．あなたの国籍・地域はどれですか。】 

 

 

 

 

 

 

 

（４）在留資格 

【Ｆ４．あなたの日本での在留資格はどれですか（１つに○）。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20.7%
22.8%

0.0%
15.2%

9.8%
5.4%

4.3%
1.1%
3.3%

0.0%
3.3%

14.1%
0% 5% 10% 15% 20% 25%

1．中国 19件
2．韓国 21件

3．朝鮮 0件
4．米国 14件

5．台湾 9件
6．フィリピン 5件

7．英国 4件
8．ベトナム 1件
9．フランス 3件

10．ネパール 0件
11．インド 3件

12．その他 13件

国籍・地域（n=92）

4.3%
10.9%

29.3%
0.0%

8.7%
27.2%

8.7%
4.3%
3.3%
1.1%
0.0%
2.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

1．定住者 4件
2．日本人の配偶者等 10件

3．永住者 27件
4．永住者の配偶者等 0件

5．特別永住者 8件
6．技術・人文知識・国際業務 25件

7．留学 8件
8．家族滞在 4件
9．特定活動 3件

10．技能 1件
11．特定技能 0件

12．その他 2件

日本での在留資格（n=92）
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（５）職業 

【Ｆ５．あなたの職業は次のどれですか。なお、２つ以上あてはまる場合は、主な職業を選んで

ください（１つに○）。】 

 

 

 

 

 

 

 

（６）日本での在住期間 

【Ｆ６．あなたは日本にどのくらいの期間住んでいますか。来日（転入・転出）を繰り返している場

合は、日本に住んでいる期間の合計を答えてください（１つに○）。】 

 

 

 

 

 

 

 

13.0%
8.7%

35.9%
10.9%

6.5%
9.8%

8.7%
6.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

1．自営業者・経営者 12件
2．会社勤務（役員） 8件

3．会社勤務（一般正社員） 33件
4．契約・嘱託・派遣社員 10件

5．パート・アルバイト 6件
6．専業主婦・主夫 9件

7．学生 8件
8．無職 6件

職業（n=92）

6.5%
12.9%

16.1%
12.9%

21.5%
17.2%

11.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

1．1年未満 6件
2．1年以上～3年未満 12件
3．3年以上～5年未満 15件

4．5年以上～10年未満 12件
5．10年以上～20年未満 20件

6．20年以上 16件
7．うまれたときからずっと 12件

日本での在住期間（n=92）



93 

 

３－２ ことばについて 

（１）日本語（話す・聞く・読む・書く）のレベル 

【Ｑ１．あなたはどれくらい日本語ができますか。（それぞれ１つに○）。】 

 

 

 

 

 

 

47.8%

37.0%

14.1%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1．できる（日本人と同じくらい） 44件

2．だいたいできる（日常生活で使えるくらい） 34件

3．あまりできない（簡単なものは分かる） 13件

4．ほとんどできない（簡単なものも分からない） 1件

話すこと（n=92）

52.7%

30.8%

15.4%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1．できる（日本人と同じくらい） 48件

2．だいたいできる（日常生活で使えるくらい） 28件

3．あまりできない（簡単なものは分かる） 14件

4．ほとんどできない（簡単なものも分からない） 1件

聞くこと（n=91）
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43.3%

38.9%

15.6%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1．できる（日本人と同じくらい） 39件

2．だいたいできる（日常生活で使えるくらい） 35件

3．あまりできない（簡単なものは分かる） 14件

4．ほとんどできない（簡単なものも分からない） 2件

読むこと（n=90）

37.1%

37.1%

23.6%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1．できる（日本人と同じくらい） 33件

2．だいたいできる（日常生活で使えるくらい） 33件

3．あまりできない（簡単なものは分かる） 21件

4．ほとんどできない（簡単なものも分からない） 2件

書くこと（n=89）
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（２）日本語の勉強 

【Ｑ２．あなたは以下の方法や場所で、日本語を勉強していますか（主なもの１つに○）。】 

 

（A）日本語の勉強意欲 

【Ｑ２（Ａ）今後、日本語を勉強したいですか（１つに○）。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.7%
2.2%
1.1%

22.8%
7.6%

12.0%
45.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

1．日本語学校で勉強している 8件

2．世田谷区主催の日本語教室で勉強している 2件

3．ボランティアによる日本語教室で勉強している 1件

4．テレビ・ラジオ・インターネットで勉強している 21件

5．高校や大学・専門学校で勉強している 7件

6．家族や友人・知人に教えてもらっている 11件

7．特に勉強していない 42件

日本語の勉強の方法や場所（n=92）

1．したい 39件
55.7%

2．したくない 31件
44.3%

日本語の勉強意欲（n=70）
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（B）日本語の勉強をしない理由 

【Ｑ２（Ｂ）日本語の勉強をしていないのはなぜですか（主なもの３つ以内に○）。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.9%

12.8%

35.9%

41.0%

12.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

1．教室や講座にかかる費用が高い 8件

2．近くで受けられる教室や講座がない 5件

3．勉強する時間がない 15件

4．勉強できる場所を知らない 16件

5．その他 17件

日本語の勉強をしていない理由（n=39）
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（３）やさしい日本語 

【Ｑ３．次の A と B の２つの文章を見てください。 

A B 

ご用件
ようけん

をうかがいます。 どうしましたか。 

現金
げんきん

しか使
つか

えません。 現金
げんきん

は使
つか

えます。カード
か ー ど

は使
つか

えません。 

多摩
た ま

川
がわ

の水位
す い い

が警戒
けいかい

水位
す い い

を超
こ

えました。 多摩
た ま

川
がわ

で水
みず

がたくさん流
なが

れています。危
あぶ

ないです。 

 B のような日本語を、「やさしい日本語」といいます。普通の日本語よりも簡単で、 

 外国人にもわかりやすく表現した日本語のことです。あなたは、普通の日本語と比  

 べて、「やさしい日本語」についてどう思いますか（１つに○）。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

65.9%

15.4%

15.4%

3.3%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1．わかりやすい 60件

2．ややわかりやすい 14件

3．どちらでもない 14件

4．ややわかりにくい 3件

5．わかりにくい 0件

やさしい日本語の分かりやすさ（n=91）
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（４）区からの情報発信時に希望する言語 

【Ｑ４．あなたは、どの言語で区の情報を発信してほしいと思いますか（あてはまるもの全てに〇）。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

56.0%

46.2%

23.1%

7.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1．普通の日本語 51件

2．やさしい日本語 42件

3．英語 21件

4．機械翻訳された母国語 7件

どの言語で区の情報を発信してほしいか（n=91）
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３－３ 日常生活について 

（１）情報の入手方法 

【Q５．あなたは日頃、情報を集めようとするとき、主にどのようなところから情報を入手しますか

（主なもの３つ以内に〇）。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.6%
21.1%

74.4%
42.2%

16.7%
28.9%

17.8%
4.4%

16.7%
1.1%
2.2%
2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

１．テレビ、ラジオ 41件
２．新聞、雑誌 19件

３．インターネット（ＳＮＳは除く） 67件
4．ＳＮＳ 38件

5．家族、親戚 15件
６．日本人の友人、知人 26件
７．外国人の友人、知人 16件

８．行政機関（窓口、広報誌） 4件
９．学校、職場 15件

１０．外国人向けのボランティア組織 1件
１１．入手方法が分からず困っている 2件

１２．その他 2件

情報の入手方法（n=90）



100 

 

（２）外国人に対する生活支援の充実 

【Ｑ６．世田谷区では、外国人が安心して地域で生活するために、教育、住宅、就労な 

 ど、生活全般にわたっての支援を行っています。あなたは外国人に対する生活支援が  

 充実していると思いますか（１つに○）。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．そう思う 12件
13.5%

2．どちらかといえ
ばそう思う 32件

36.0%3．どちらかといえ
ばそう思わない

13件
14.6%

4．そう思わない
4件

4.5%

5．分からない 28件
31.5%

外国人に対する生活支援の充実（n=89）
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（３）外国人に対する偏見や差別の減少 

【Ｑ７．世田谷区では、多様な文化を理解し合える交流イベントなどを開催し、区民一人ひとりが

互いの文化について理解を深め、誤解や偏見を解消することで、多文化共生社会の実現を目指して

います。あなたは、区内において、外国人に対する誤解や偏見が減っていると思いますか（１つに

○）。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．そう思う 15件
16.7%

2．どちらかとい
えばそう思う

25件
27.8%3．どちらかといえ

ばそう思わない
12件

13.3%

4．そう思わない
4件

4.4%

5．分からない
34件

37.8%

外国人に対する偏見や差別の減少（n=90）
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（４）偏見や差別 

【Ｑ８．あなたは普段の生活の中で、「外国人」であることを理由に日本人から偏見や  

 差別を感じたことはありますか（１つに○）。】 

 

 

 

 

 

 

 

（A）偏見や差別を感じた場面 

【Ｑ８（Ａ）どのようなときに、偏見や差別を感じましたか（主なもの３つ以内に○）。】 

 

1．よくある 5件
5.5%

2．ときどきある 40件
44.0%

3．ほとんどない 30件
33.0%

4．まったくない 8件
8.8%

5．分からない 8件
8.8%

日本人から偏見や差別を感じたこと（n=91）

16.9%
6.5%

11.7%
54.5%

6.5%
6.5%
10.4%
0.0%
0.0%

39.0%
26.0%

11.7%
10.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1．行政機関（世田谷区役所など）での手続きの時 13件
2．日本人の友人、知人と付き合う時 5件

3．近所の人と付き合う時 11件
4．住居を探す時 42件

5．自分の家族が結婚する時 5件
6．社会保障制度（保険・年金）を受ける時 5件

7．電車やバスに乗っている時 9件
８．出産・育児の時 0件

９．学校教育を受ける時 0件
１０．仕事を探したり、働いている時 30件

１１．お店への入店時や、サービスを受ける時 20件
１２．街を歩いている時 9件

１３．その他 11件

どのようなときに偏見や差別を感じたか（n=75）
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３－４ 行政サービスについて 

（１）外国人向け出版物・サービス 

【Ｑ９．あなたは、世田谷区が行っている以下の外国人向け出版物やサービスを知って 

 いますか（１つに○）。】 

 

 

 

 

 

 

 

（２）利用したい外国人相談窓口 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．知っている
19件

21.3%

2．知らない
70件

78.7%

Life in Setagaya 認知度
（n=89）

1．知っている
14件

15.9%

2．知らない
74件

84.1%

外国人相談窓口 認知度
（n=88）

1．知っている
16件

18.2%
2．知らない

72件
81.8%

外国人向けHP 認知度
（n=88）

1．知っている 13件
14.8%

2．知らない
75件

85.2%

外国人向け日本語教室
認知度（n=88）
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【Ｑ１０．あなたはどのような外国人相談窓口であれば、利用したいと思いますか（主  

 なもの３つ以内に○）。】 

 

 

 

 

 

 

 

（３）行政からほしい情報 

【Ｑ１１．行政からほしい情報はどのようなものですか（主なもの３つ以内に○をつけ、 

 具体的な内容をかっこの中に書いてください）。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.2%
55.6%

17.8%
45.6%

8.9%
45.6%

4.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1．多言語に対応している 29件
2．相談できる内容が充実している 50件

3．利用しやすい場所にある 16件
4．休日や祝日に利用できる 41件

5．窓口が開いている時間が長い 8件
6．メールやＳＮＳで相談できる 41件

7．その他 4件

利用したい外国人相談窓口（n=90）

18.6%
0.0%

10.5%
23.3%

41.9%
7.0%

22.1%
29.1%

23.3%
24.4%

4.7%
20.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

1．住宅 16件
2．買い物 0件

3．趣味・遊び 9件
4．仕事 20件

5．保健・医療 36件
6．日本での生活習慣 6件
7．災害・防災情報 19件

8．コミュニティ・グループの紹介 25件
9．地域でのイベントやお祭り 20件

10．行政サービス・手続き 21件
11．その他 4件

12．特にない 18件

行政からほしい情報（n=86）
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（４）せたがや国際交流センターの認知度 

【Ｑ１２．２０２０年 4 月に、せたがや国際交流センター（クロッシングせたがや）が 

オープンしました。外国人からの相談受付や、情報発信を行っている施設です。あなたは、せたが

や国際交流センターを知っていますか（１つに○）。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．知っている 3件
3.3%

2．知らない 88
件

96.7%

せたがや国際交流センター 認知度（n=91）
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（５）講座やイベントの実施方法 

【Ｑ１３．区では多文化共生の推進のため、日本語教室や意見交換会（住みやすいまちづくりに向

けて、区民の皆様で話し合いをしてもらう会）、国際メッセ（いろいろな文化に触れることのできる

イベント）など、 様々な講座やイベントを実施しています。あなたは、これらの講座やイベントに

ついて、どのような方法で実施されていれば参加したいと思いますか（１つに○）。】 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

46.7%

23.3%

30.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

1．会場に行って参加する方法 42件

2．オンラインで自宅から参加する方法
21件

3．そもそも参加したいと思わない 27件

講座やイベントの実施方法の希望（n=90）
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（A）講座やイベントの時間帯・曜日 

【Ｑ１３（A）．もし、あなたがこれらの講座やイベント等に参加するとすれば、どの時 

 間帯・曜日であれば参加しやすいですか（それぞれ、主なもの３つ以内に〇）。】 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40.6%

46.4%

43.5%

14.5%

29.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

1．午前9時～12時 28件

2．午後1時～3時 32件

3．午後3時～5時 30件

4．午後5時～7時 10件

5．午後7時以降 20件

講座やイベントの開催時間の希望（n=69）

60.9%
18.8%

14.5%
21.7%

14.5%
20.3%

56.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1．日曜日 42件
2．月曜日 13件
3．火曜日 10件
4．水曜日 15件
5．木曜日 10件
6．金曜日 14件
7．土曜日 39件

講座やイベントの曜日の希望（n=69）
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vắc xinｖaccine 疫苗 bakuna vacina vacuna खोपワクチン

かね

お金は いりません

①から⑤の順番で注射をします

①病院で 働いている人

② 65歳以上の人

③体に病気があってずっと病院に通っている人

④お年寄りの施設で働いている人

⑤その他の人

住んでいるところの役所から手紙がきます。

接種券が入つています。 必ず読んでください。

วคัซนี

わ く ち ん ちゅうしゃ

せっしゅけん はい かなら よ

びょういん はたら ひと

さい いじょう ひと

からだ びょうき びょういん かよ ひと

とし よ しせつ はたら ひと

¥0

じゅんばん ちゅうしゃ

す やくしょ てがみ

2021.7せたがやく

東京都多文化共生

ポータルサイト

とうきょうとたぶんかきょうせい

ぽ ー たる さ いと

ほか ひと



１．ワクチンの 注射をする 場所を

予約してください。

２．予約した 場所で ワクチンの 注射をしてください。

ワクチンの 注射は、肩に します。

肩を 出すことができる 服を 着てください。

３．ワクチンの 注射は ２回します。

ワクチンのことを 相談するとき

□ TEL：0120 ‒ 136 ‒ 652（世田谷区新型コロナワクチンCALL）

くわしいことは ホームページをみてください。

https://www.city.setagaya.lg.jp/mokuji/bunka/007/001/d00191061.html

わ く ち ん ちゅうしゃ ばしょ

よやく

よやく ばしょ わ く ち ん ちゅうしゃ

わ く ち ん ちゅうしゃ かた

かた だ ふく き

わ く ち ん ちゅうしゃ かい

予約方法

□ TEL：0120 ‒ 136 ‒ 652（世田谷区新型コロナワクチンCALL）

□ インターネット：https://vaccine-info-setagaya.org/

注射のとき もっていくもの

□ 接種券（注射のチケット）

□ 本人確認書類（パスポートや在留カードなど）

□ 予診票（注射をする前に必要なことを確認するための紙）

２回目の予約のやり方

□ １回目の注射をした場所で、２回目の予約をしてください。

□ １回目と２回目を、まとめて予約してください。

１ ２

役所から 手紙と 接種券（注射のチケット）が きました。

どうすれば いいですか？

やくしょ てがみ せっしゅけん ちゅうしゃ ち け っ と

せっしゅけん ちゅうしゃ ちけっと

ほんにんかくにんしょるい ぱすぽーと ざいりゅうかーど

よしんひょう ちゅうしゃ まえ ひつよう かくにん かみ

かいめ よやく かた

かいめ ちゅうしゃ ばしょ かいめ よやく

かいめ かいめ よやく

せたがやく しんがた ころな わくちん

わ く ち ん そうだん

よやくほうほう

いんたーねっと

ちゅうしゃ

せたがやく しんがた ころな わくちん

ほーむぺーじ

https://www.city.setagaya.lg.jp/mokuji/bunka/007/001/d00191061.html
https://vaccine-info-setagaya.org/

